
平成２５年版 交通小六法
改正速報

大成出版社

「道路交通法施行令及び自動車運転代行業の業務
の適正化に関する法律施行令の一部を改正する政
令」（平成２５年政令第３１０号）、「道路交通法施行規則
及び自動車運転代行業の業務の適正化に関する法律
の施行に伴う道路交通法施行規則の規定の読替えに
関する内閣府令の一部を改正する内閣府令」（平成
２５年内閣府令第７２号）等の公布に伴い、改正された
道路交通法施行令（改正に係る部分）、道路交通法
施行規則（改正に係る部分）等を登載しました。

〔追 補〕



〇
道
路
交
通
法
施
行
令

（
昭
和
三
十
五
年
十
月
十
一
日

政
令
第
二
百
七
十
号

）

改
正

平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
政
令
第
三
一
〇
号

注

道
路
交
通
法
施
行
令
は
、
平
成
二
五
年
政
令
第
三
一

〇
号
に
よ
り
改
正
、
平
成
二
五
年
一
二
月
一
日
か
ら
施

行
。（
改
正
に
係
る
部
分
を
収
録
）

（
同
乗
の
禁
止
の
対
象
と
な
ら
な
い
自
動
車
）

第
二
十
六
条
の
二

法
第
六
十
四
条
第
三
項
及
び
第
六
十
五
条
第

四
項
の
政
令
で
定
め
る
自
動
車
は
、
次
に
掲
げ
る
自
動
車
と
す

る
。

一

道
路
運
送
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
旅
客
自
動
車
運

送
事
業
の
用
に
供
す
る
自
動
車
で
当
該
業
務
に
従
事
中
の
も

の
二

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定

す
る
代
行
運
転
自
動
車

（
自
動
車
の
使
用
の
制
限
の
基
準
）

第
二
十
六
条
の
六

法
第
七
十
五
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基

準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

自
動
車
（
法
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
重
被

け
ん

け
ん

牽
引
車
（
以
下
「
重
被
牽
引
車
」
と
い
う
。）
を
含
む
。
以

下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）
の
使
用
者
（
安
全

運
転
管
理
者
、
副
安
全
運
転
管
理
者
そ
の
他
自
動
車
の
運
行

を
直
接
管
理
す
る
地
位
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
使
用
者
等
」
と
い
う
。）
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
違
反
行
為
を
し
、
当
該
違
反
行
為
に
よ
り
自
動
車
の
運

転
者
が
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、

六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
期
間
、
当
該
違
反
行
為
に
係
る

自
動
車
を
運
転
し
、
又
は
運
転
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
旨
を
命

ず
る
も
の
と
す
る
。

自
動
車
の
使
用
者
等
の

違
反
行
為

自
動
車
の
運
転
者
の

違
反
行
為

法
第
百
十
七
条
の
二
第
四
号

の
違
反
行
為

法
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号

の
違
反
行
為

法
第
百
十
七
条
の
二
第
五
号

の
違
反
行
為

法
第
百
十
七
条
の
二
第
三
号

の
違
反
行
為

法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第

八
号
の
違
反
行
為

法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第

一
号
の
違
反
行
為

法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第

九
号
の
違
反
行
為

法
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号

又
は
法
第
百
十
七
条
の
二
の

二
第
三
号
の
違
反
行
為

法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第

十
号
の
違
反
行
為

法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第

七
号
の
違
反
行
為

法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
四

号
（
法
第
七
十
五
条
第
一
項

第
五
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。）
の
違
反
行
為

法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
七

号
の
違
反
行
為

二

自
動
車
の
使
用
者
等
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
違
反
行

為
を
し
、
当
該
違
反
行
為
に
よ
り
自
動
車
の
運
転
者
が
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
違
反
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
三
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
の
期
間
、
当
該
違
反
行
為
に
係
る
自
動

車
を
運
転
し
、
又
は
運
転
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
旨
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。

自
動
車
の
使
用

者
等
の
違
反
行

為

自
動
車
の
運
転

者
の
違
反
行
為

事

情

法
第
百
十
八
条

第
一
項
第
四
号

（
法
第
七
十
五

法
第
百
十
八
条

第
一
項
第
一
号

の
違
反
行
為

一

自
動
車
の
使
用
者

が
、
当
該
自
動
車
の
使

用
の
本
拠
に
お
い
て
使

条
第
一
項
第
二

号
に
係
る
部
分

に
限
る
。）
の

違
反
行
為

用
す
る
自
動
車
の
運
転

に
つ
い
て
、
過
去
一
年

以
内
に
、
法
第
七
十
五

条
第
二
項
又
は
法
第
七

十
五
条
の
二
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
公
安
委
員
会
の

命
令
を
受
け
た
者
で
あ

る
こ
と
。

二

自
動
車
の
使
用
者
等

が
、
当
該
自
動
車
の
使

用
の
本
拠
に
お
け
る
そ

の
者
の
業
務
に
関
し
、

過
去
一
年
以
内
に
、
法

第
百
十
七
条
の
二
第
四

号
若
し
く
は
第
五
号
、

法
第
百
十
七
条
の
二
の

二
第
八
号
か
ら
第
十
号

ま
で
若
し
く
は
法
第
百

十
八
条
第
一
項
第
四
号

（
法
第
七
十
五
条
第
一

項
第
五
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。）
の
違
反
行

為
を
し
、
又
は
過
去
一

年
以
内
に
二
回
以
上
、

法
第
百
十
八
条
第
一
項

第
四
号
（
法
第
七
十
五

条
第
一
項
第
二
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。）
若

し
く
は
第
五
号
、
法
第

百
十
九
条
第
一
項
第
十

一
号
若
し
く
は
法
第
百

法
第
百
十
八
条

第
一
項
第
五
号

の
違
反
行
為

法
第
百
十
八
条

第
一
項
第
二
号

の
違
反
行
為

法
第
百
十
九
条

第
一
項
第
十
一

号
の
違
反
行
為

法
第
百
十
九
条

第
一
項
第
三
号

の
二
の
違
反
行

為

法
第
百
十
九
条

の
二
第
一
項
第

三
号
の
違
反
行

為

法
第
百
十
九
条

の
二
第
一
項
第

一
号
又
は
第
二

号
の
違
反
行
為

道
路
交
通
法
施
行
令

二



十
九
条
の
二
第
一
項
第

三
号
の
違
反
行
為
を
し

た
者
で
あ
る
こ
と
。

三

自
動
車
の
運
転
者
が

当
該
違
反
行
為
を
し
、

よ
つ
て
交
通
事
故
を
起

こ
し
て
人
を
死
亡
さ

せ
、
又
は
傷
つ
け
た
こ

と
。

第
二
十
六
条
の
七

法
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め

る
基
準
は
、
次
の
表
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
違
反
行
為
が
行
わ
れ

た
場
合
に
お
い
て
、
自
動
車
の
使
用
者
が
そ
の
違
反
行
為
の
区

分
ご
と
に
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
指
示
を
受
け
た
後
一
年
以
内

に
お
け
る
当
該
使
用
者
の
使
用
す
る
当
該
指
示
に
係
る
自
動
車

に
係
る
違
反
行
為
関
係
累
計
点
数
（
当
該
違
反
行
為
及
び
当
該

指
示
を
受
け
た
時
か
ら
当
該
違
反
行
為
が
行
わ
れ
た
時
ま
で
の

間
に
お
け
る
当
該
自
動
車
に
つ
い
て
の
当
該
違
反
行
為
と
同
一

の
区
分
の
そ
の
他
の
違
反
行
為
（
そ
の
行
為
の
都
度
、
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
罪
に
当
た
る
行
為
と
し
て
認
定
さ
れ
た
も
の
に

限
る
。）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
別
表
第
二
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
付
し
た
基
礎
点
数
の
合
計
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。）
が
、
当
該
自
動
車
の
使
用
者
の
次
の
表
二
の
上

欄
に
掲
げ
る
前
歴
の
回
数
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

下
欄
に
定
め
る
点
数
以
上
の
点
数
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た

と
き
は
、
当
該
自
動
車
の
次
の
表
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
期
間
を
超
え
な
い
範

囲
内
の
期
間
、
当
該
自
動
車
を
運
転
し
、
又
は
運
転
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

表
一違

反

行

為
自
動
車
の
使
用
者

に
対
す
る
指
示

罪

法
第
二
十
二
条
の
法
第
二
十
二
条
の
法
第
百
十
八
条
第
一

二
第
一
項
に
規
定

す
る
最
高
速
度
違

反
行
為

二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
指
示

項
第
一
号
又
は
第
二

項
の
罪

法
第
五
十
八
条
の

三
第
一
項
に
規
定

す
る
過
積
載
を
し

て
自
動
車
を
運
転

す
る
行
為

法
第
五
十
八
条
の

四
の
規
定
に
よ
る

指
示

法
第
百
十
八
条
第
一

項
第
二
号
の
罪

法
第
六
十
六
条
の

二
第
一
項
に
規
定

す
る
過
労
運
転

法
第
六
十
六
条
の

二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
指
示

法
第
百
十
七
条
の
二

の
二
第
七
号
の
罪

表
二
・
表
三
〔
略
〕

２

〔
略
〕

（
指
定
自
動
車
教
習
所
の
指
定
の
基
準
）

第
三
十
五
条

法
第
九
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る

要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

〔
略
〕

二

道
路
の
交
通
に
関
す
る
業
務
に
お
け
る
管
理
的
又
は
監
督

的
地
位
に
三
年
以
上
あ
つ
た
者
そ
の
他
自
動
車
教
習
所
の
管

理
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
、
次
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

法
第
九
十
九
条
の
二
第
四
項
第
二
号
ロ
に
該
当
す
る
者

ロ

法
第
百
十
七
条
の
二
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
の
罪
、

法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の

罪
、
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
の

罪
、
法
第
百
十
九
条
第
一
項
第
十
一
号
の
罪
又
は
法
第
百

十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
罪
を
犯
し
罰
金
以
上
の
刑

に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し

て
い
な
い
者

ハ

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第

四
十
五
号
）
第
二
百
八
条
の
二
の
罪
、
同
法
第
二
百
十
一

条
第
二
項
の
罪
又
は
法
に
規
定
す
る
罪
（
ロ
に
掲
げ
る
罪

を
除
く
。）
を
犯
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ

た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

２
・
３

〔
略
〕

（
仮
運
転
免
許
の
取
消
し
の
基
準
）

第
三
十
九
条
の
三

法
第
百
六
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る

基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

〔
略
〕

三

仮
運
転
免
許
を
受
け
た
者
が
法
第
百
十
七
条
、
法
第
百
十

七
条
の
二
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
法
第
百
十
七
条
の
二

の
二
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
七
号
、
法
第
百
十
七
条

の
三
若
し
く
は
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、

第
七
号
（
法
第
八
十
五
条
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
に
係
る

部
分
に
限
る
。）
若
し
く
は
第
八
号
に
係
る
違
反
行
為
（
法

第
百
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
違
反
行
為
に
あ
つ
て
は

法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
超
え
る
速
度
で
進
行

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
最
高
速
度
を
三
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
（
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て
は
四
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
）
以
上
超
え
る
速
度
で
運
転
す
る
行
為

に
、
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
違
反
行
為
に
あ

つ
て
は
車
両
に
つ
い
て
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
積
載
物
の
重
量
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
数
値
の
二
倍

以
上
の
重
量
の
積
載
を
し
て
大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
又

は
大
型
特
殊
自
動
車
を
運
転
す
る
行
為
に
限
る
。）
又
は
道

路
運
送
車
両
法
第
五
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
自
動
車
損
害

賠
償
保
障
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
五
条
の

規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
き
。

四

〔
略
〕

２

〔
略
〕

（
我
が
国
と
同
等
の
水
準
の
運
転
免
許
制
度
を
有
す
る
国
又
は

道
路
交
通
法
施
行
令

三



地
域
）

第
三
十
九
条
の
四

法
第
百
七
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
国
又
は

地
域
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

ス
イ
ス
連
邦

二

ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国

三

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

四

フ
ラ
ン
ス
共
和
国

五

ベ
ル
ギ
ー
王
国

六

モ
ナ
コ
公
国

七

台
湾

（
ア
ル
コ
ー
ル
の
程
度
）

第
四
十
四
条
の
三

法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
三
号
の
政
令
で

定
め
る
身
体
に
保
有
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
程
度
は
、
血
液
一
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
又
は
呼
気
一
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き
〇
・
一
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
と
す
る
。

附

則〔
平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
政
令
第
三
一
〇
号
〕

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年

十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
違
反
行
為
に
付
す
る
点
数
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
道
路
交
通
法
施

行
令
別
表
第
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

別
表
第
二
（
第
二
十
六
条
の
七
、
第
三
十
三
条
の
二
、
第
三
十
三

条
の
二
の
三
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
の
三
、
第
三
十
七

条
の
八
関
係
）

一

一
般
違
反
行
為
に
付
す
る
基
礎
点
数

違

反

行

為

の

種

別

点

数

無
免
許
運
転
、
酒
気
帯
び
運
転
（
〇
・
二
五
以

上
）、
過
労
運
転
等
又
は
共
同
危
険
行
為
等
禁
止

違
反

二
十
五
点

酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
五

十
以
上
）
等

十
九
点

酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
三

十
（
高
速
四
十
）
以
上
五
十
未
満
）
等

十
六
点

酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
二

十
五
以
上
三
十
（
高
速
四
十
）
未
満
）
等

十
五
点

酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
二

十
五
未
満
）
等

十
四
点

酒
気
帯
び
運
転
（
〇
・
二
五
未
満
）

十
三
点

大
型
自
動
車
等
無
資
格
運
転
、
仮
免
許
運
転
違

反
又
は
速
度
超
過
（
五
十
以
上
）

十
二
点

速
度
超
過
（
三
十
（
高
速
四
十
）
以
上
五
十
未

満
）、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
大
型
等
十
割
以

上
）、
無
車
検
運
行
又
は
無
保
険
運
行

六
点

速
度
超
過
（
二
十
五
以
上
三
十
（
高
速
四
十
）

未
満
）、
放
置
駐
車
違
反（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
）、

積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
大
型
等
五
割
以
上
十

割
未
満
）、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
十

割
以
上
）
又
は
保
管
場
所
法
違
反
（
道
路
使
用
）

三
点

警
察
官
現
場
指
示
違
反
、
警
察
官
通
行
禁
止
制

限
違
反
、
信
号
無
視
、
通
行
禁
止
違
反
、
歩
行

者
用
道
路
徐
行
違
反
、
通
行
区
分
違
反
、
歩
行

者
側
方
安
全
間
隔
不
保
持
等
、
速
度
超
過
（
二

十
以
上
二
十
五
未
満
）、
急
ブ
レ
ー
キ
禁
止
違
反
、

二
点

法
定
横
断
等
禁
止
違
反
、
高
速
自
動
車
国
道
等

車
間
距
離
不
保
持
、
追
越
し
違
反
、
路
面
電
車

後
方
不
停
止
、
踏
切
不
停
止
等
、
し
や
断
踏
切

立
入
り
、
優
先
道
路
通
行
車
妨
害
等
、
交
差
点

安
全
進
行
義
務
違
反
、
横
断
歩
行
者
等
妨
害
等
、

徐
行
場
所
違
反
、
指
定
場
所
一
時
不
停
止
等
、

駐
停
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
）、
放
置
駐

車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
）、
積
載
物
重
量
制

限
超
過
（
大
型
等
五
割
未
満
）、
積
載
物
重
量
制

限
超
過
（
普
通
等
五
割
以
上
十
割
未
満
）、
整
備

不
良
（
制
動
装
置
等
）、
安
全
運
転
義
務
違
反
、

幼
児
等
通
行
妨
害
、
安
全
地
帯
徐
行
違
反
、
騒

音
運
転
等
、
携
帯
電
話
使
用
等（
交
通
の
危
険
）、

消
音
器
不
備
、
大
型
自
動
二
輪
車
等
乗
車
方
法

違
反
、
高
速
自
動
車
国
道
等
措
置
命
令
違
反
、

本
線
車
道
横
断
等
禁
止
違
反
、
高
速
自
動
車
国

道
等
運
転
者
遵
守
事
項
違
反
、
免
許
条
件
違
反
、

番
号
標
表
示
義
務
違
反
又
は
保
管
場
所
法
違
反

（
長
時
間
駐
車
）

混
雑
緩
和
措
置
命
令
違
反
、
通
行
許
可
条
件
違

反
、
通
行
帯
違
反
、
路
線
バ
ス
等
優
先
通
行
帯

違
反
、
軌
道
敷
内
違
反
、
速
度
超
過
（
二
十
未

満
）、
道
路
外
出
右
左
折
方
法
違
反
、
道
路
外
出

右
左
折
合
図
車
妨
害
、
指
定
横
断
等
禁
止
違
反
、

車
間
距
離
不
保
持
、
進
路
変
更
禁
止
違
反
、
追

い
付
か
れ
た
車
両
の
義
務
違
反
、
乗
合
自
動
車

発
進
妨
害
、
割
込
み
等
、
交
差
点
右
左
折
方
法

違
反
、
交
差
点
右
左
折
等
合
図
車
妨
害
、
指
定

通
行
区
分
違
反
、
交
差
点
優
先
車
妨
害
、
緊
急

車
妨
害
等
、
駐
停
車
違
反（
駐
車
禁
止
場
所
等
）、

交
差
点
等
進
入
禁
止
違
反
、
無
灯
火
、
減
光
等

義
務
違
反
、
合
図
不
履
行
、
合
図
制
限
違
反
、

一
点

道
路
交
通
法
施
行
令

四



警
音
器
吹
鳴
義
務
違
反
、
乗
車
積
載
方
法
違
反
、

定
員
外
乗
車
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通

等
五
割
未
満
）、
積
載
物
大
き
さ
制
限
超
過
、
積

載
方
法
制
限
超
過
、
制
限
外
許
可
条
件
違
反
、

け
ん

け
ん

牽
引
違
反
、
原
付
牽
引
違
反
、
整
備
不
良
（
尾

灯
等
）、
転
落
等
防
止
措
置
義
務
違
反
、
転
落
積

載
物
等
危
険
防
止
措
置
義
務
違
反
、
安
全
不
確

認
ド
ア
開
放
等
、
停
止
措
置
義
務
違
反
、
初
心

運
転
者
等
保
護
義
務
違
反
、
携
帯
電
話
使
用
等

（
保
持
）、
座
席
ベ
ル
ト
装
着
義
務
違
反
、
幼
児

用
補
助
装
置
使
用
義
務
違
反
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
義
務
違
反
、
初
心
運
転
者
標
識
表
示

義
務
違
反
、
聴
覚
障
害
者
標
識
表
示
義
務
違
反
、

最
低
速
度
違
反
、
本
線
車
道
通
行
車
妨
害
、
本

線
車
道
緊
急
車
妨
害
、
本
線
車
道
出
入
方
法
違

け
ん

反
、
牽
引
自
動
車
本
線
車
道
通
行
帯
違
反
、
故

障
車
両
表
示
義
務
違
反
又
は
仮
免
許
練
習
標
識

表
示
義
務
違
反

二

特
定
違
反
行
為
に
付
す
る
基
礎
点
数

〔
略
〕

三

違
反
行
為
に
付
す
る
付
加
点
数（
交
通
事
故
の
場
合
）
〔
略
〕

備
考一

違
反
行
為
に
付
す
る
点
数
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

１

一
の
表
又
は
二
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
違
反
行
為
の

種
別
に
応
じ
、
こ
れ
ら
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
点
数
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
時
に
二
以
上
の
種
別

の
違
反
行
為
に
当
た
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
違
反
行
為

の
点
数
の
う
ち
最
も
高
い
点
数（
同
じ
点
数
の
と
き
は
、

そ
の
点
数
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

当
該
違
反
行
為
を
し
、
よ
つ
て
交
通
事
故
を
起
こ
し

た
場
合
（
二
の
１１３
か
ら
１２２
ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
し

た
場
合
を
除
く
。）
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

�

１
に
よ
る
点
数
に
、
三
の
表
の
区
分
に
応
じ
同
表

の
中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ
る
点
数
を
加
え
た
点
数
と

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
交
通
事
故
が
建
造
物
以
外
の

物
の
損
壊
の
み
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
１
に

よ
る
点
数
と
す
る
。

�

法
第
百
十
七
条
の
五
第
一
号
の
罪
に
当
た
る
行
為

を
し
た
と
き
は
、
�
に
よ
る
点
数
に
、
五
点
を
加
え

た
点
数
と
す
る
。

３

二
の
１１３
か
ら
１２２
ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
場
合

に
お
い
て
、
法
第
百
十
七
条
の
五
第
一
号
の
罪
に
当
た

る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
１
に
よ
る
点
数
に
、
五
点
を

加
え
た
点
数
と
す
る
。

二

一
の
表
及
び
二
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
用
語
の
意
味

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

１

「
無
免
許
運
転
」
と
は
、
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

２

「
酒
気
帯
び
運
転
（
〇
・
二
五
以
上
）」
と
は
、
法

第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
の
う
ち

身
体
に
血
液
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
五
ミ
リ
グ

ラ
ム
以
上
又
は
呼
気
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
二
五
ミ

リ
グ
ラ
ム
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
保
有
す
る
状
態
で
運

転
す
る
行
為
を
い
う
。

３

「
過
労
運
転
等
」
と
は
、
法
第
六
十
六
条
の
規
定
に

違
反
す
る
行
為
（
１２４
に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。）
を

い
う
。

４

「
共
同
危
険
行
為
等
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
六
十

八
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

５

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
五
十

以
上
）
等
」
と
は
、
身
体
に
第
四
十
四
条
の
三
に
定
め

る
程
度
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
保
有
す
る
状
態
（
２
に

規
定
す
る
状
態
を
除
く
。）
で
運
転
し
て
い
る
場
合
に

お
け
る
１０
か
ら
１２
ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

６

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
三
十

（
高
速
四
十
）
以
上
五
十
未
満
）
等
」
と
は
、
５
に
規

定
す
る
状
態
で
運
転
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
１３
か
ら

１６
ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

７

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
二
十

五
以
上
三
十
（
高
速
四
十
）
未
満
）
等
」
と
は
、
５
に

規
定
す
る
状
態
で
運
転
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
１７
、

１９
又
は
２０
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

８

「
酒
気
帯
び
（
○
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
二
十

五
未
満
）
等
」
と
は
、
５
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
し

て
い
る
場
合
に
お
け
る
２２
か
ら
４２
ま
で
、
４４
か
ら
５８
ま

で
又
は
６０
か
ら
１１２
ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

９

「
酒
気
帯
び
運
転
（
○
・
二
五
未
満
）」
と
は
、
法

第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
の
う
ち

５
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
す
る
行
為
（
５
か
ら
８
ま

で
に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。）
を
い
う
。

１０

「
大
型
自
動
車
等
無
資
格
運
転
」
と
は
、
法
第
八
十

五
条
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
違
反
す
る
行

為
を
い
う
。

１１

「
仮
免
許
運
転
違
反
」
と
は
、
法
第
八
十
七
条
第
二

項
後
段
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

１２

「
速
度
超
過
（
五
十
以
上
）」
と
は
、
法
第
二
十
二

条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
超
え
る
速
度
で
進
行
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
最
高
速
度
を
超
え
る
速

度
で
運
転
す
る
行
為
（
以
下
「
速
度
超
過
」
と
い
う
。）

の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
速
度
が
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎

時
以
上
の
も
の
を
い
う
。

１３

「
速
度
超
過
（
三
十
（
高
速
四
十
）
以
上
五
十
未
満
）」

と
は
、
速
度
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
速
度
が
三
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
（
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て

は
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
）
以
上
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト

道
路
交
通
法
施
行
令

五



ル
毎
時
未
満
の
も
の
を
い
う
。

１４

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
大
型
等
十
割
以
上
）」

と
は
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
積

載
物
の
重
量
の
制
限
を
超
え
る
積
載
を
し
て
運
転
す
る

行
為
（
以
下
「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
」
と
い
う
。）

の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
百
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
の
も
の
（
大
型
自
動
車
等
（
法
別
表
第
二
に
規
定

す
る
大
型
自
動
車
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
運
転

す
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。）
を
い
う
。

１５

「
無
車
検
運
行
」
と
は
、
道
路
運
送
車
両
法
第
五
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

１６

「
無
保
険
運
行
」
と
は
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法

第
五
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

１７

「
速
度
超
過
（
二
十
五
以
上
三
十
（
高
速
四
十
）
未

満
）」
と
は
、
速
度
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
速
度

が
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
以
上
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
毎
時
（
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て
は
四
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
毎
時
）
未
満
の
も
の
を
い
う
。

１８

「
放
置
駐
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
）」
と
は
、

法
第
四
十
四
条
、
第
四
十
九
条
の
三
第
三
項
、
第
四
十

九
条
の
四
又
は
第
七
十
五
条
の
八
第
一
項
の
規
定
の
違

反
と
な
る
よ
う
な
行
為
（
法
第
四
十
九
条
の
三
第
三
項

の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
は
法
定

駐
停
車
禁
止
場
所
（
指
定
駐
車
場
所
を
除
く
。）
に
お

け
る
行
為
に
限
り
、
法
第
四
十
九
条
の
四
の
規
定
の
違

反
と
な
る
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
は
法
定
駐
停
車
禁
止

場
所
に
お
け
る
行
為
に
限
る
。
以
下
「
駐
停
車
禁
止
場

所
等
違
反
行
為
」
と
い
う
。）
の
う
ち
、
そ
の
行
為
が

車
両
を
離
れ
て
直
ち
に
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
に
す
る
行
為
（
以
下
「
放
置
行
為
」
と
い
う
。）
に

該
当
す
る
と
き
の
も
の
又
は
そ
の
行
為
を
し
た
場
合
に

お
い
て
放
置
行
為
を
し
た
と
き
の
も
の
を
い
う
。

１９

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
大
型
等
五
割
以
上
十
割

未
満
）」
と
は
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ

の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
百
パ

ー
セ
ン
ト
未
満
の
も
の
（
大
型
自
動
車
等
を
運
転
す
る

場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。）
を
い
う
。

２０

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
十
割
以
上
）」

と
は
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る

積
載
の
割
合
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
（
１４
に
規

定
す
る
行
為
を
除
く
。）
を
い
う
。

２１

「
保
管
場
所
法
違
反
（
道
路
使
用
）」
と
は
、
自
動

車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

七
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

２２

「
警
察
官
現
場
指
示
違
反
」
と
は
、
法
第
四
条
第
一

項
後
段
に
規
定
す
る
警
察
官
の
現
場
に
お
け
る
指
示
に

従
わ
な
い
行
為
を
い
う
。

２３

「
警
察
官
通
行
禁
止
制
限
違
反
」
と
は
、
法
第
六
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
警
察
官
の
禁
止
又
は
制
限
に
従

わ
な
い
行
為
を
い
う
。

２４

「
信
号
無
視
」
と
は
、
法
第
七
条
の
規
定
の
違
反
と

な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

２５

「
通
行
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
八
条
第
一
項
の
規

定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

２６

「
歩
行
者
用
道
路
徐
行
違
反
」
と
は
、
法
第
九
条
の

規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

２７

「
通
行
区
分
違
反
」
と
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
か

ら
第
四
項
ま
で
又
は
第
六
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ

う
な
行
為
を
い
う
。

２８

「
歩
行
者
側
方
安
全
間
隔
不
保
持
等
」
と
は
、
法
第

十
八
条
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を

い
う
。

２９

「
速
度
超
過
（
二
十
以
上
二
十
五
未
満
）」
と
は
、

速
度
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
速
度
が
二
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
毎
時
以
上
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
未
満
の

も
の
を
い
う
。

３０

「
急
ブ
レ
ー
キ
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
四
条

の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

３１

「
法
定
横
断
等
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
五
条

の
二
第
一
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い

う
。

３２

「
高
速
自
動
車
国
道
等
車
間
距
離
不
保
持
」
と
は
、

法
第
二
十
六
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為

（
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。）
を

い
う
。

３３

「
追
越
し
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
八
条
か
ら
第
三

十
条
ま
で
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い

う
。

３４

「
路
面
電
車
後
方
不
停
止
」
と
は
、
法
第
三
十
一
条

の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

３５

「
踏
切
不
停
止
等
」
と
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項

の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

３６

「
し
や
断
踏
切
立
入
り
」
と
は
、
法
第
三
十
三
条
第

二
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

３７

「
優
先
道
路
通
行
車
妨
害
等
」
と
は
、
法
第
三
十
六

条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な

行
為
を
い
う
。

３８

「
交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
三
十

六
条
第
四
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い

う
。

３９

「
横
断
歩
行
者
等
妨
害
等
」
と
は
、
法
第
三
十
八
条

又
は
第
三
十
八
条
の
二
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な

行
為
を
い
う
。

４０

「
徐
行
場
所
違
反
」
と
は
、
法
第
四
十
二
条
の
規
定

の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

道
路
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４１

「
指
定
場
所
一
時
不
停
止
等
」
と
は
、
法
第
四
十
三

条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

４２

「
駐
停
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
）」
と
は
、

駐
停
車
禁
止
場
所
等
違
反
行
為
の
う
ち
、
１８
に
規
定
す

る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

４３

「
放
置
駐
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
）」
と
は
、

法
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
十
七

条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十

九
条
の
三
第
三
項
又
は
第
四
十
九
条
の
四
の
規
定
の
違

反
と
な
る
よ
う
な
行
為
（
法
第
四
十
九
条
の
三
第
三
項

又
は
第
四
十
九
条
の
四
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な

行
為
に
つ
い
て
は
、
駐
停
車
禁
止
場
所
等
違
反
行
為
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
の
う
ち
、
そ
の
行
為
が
放

置
行
為
に
該
当
す
る
と
き
の
も
の
又
は
そ
の
行
為
を
し

た
場
合
に
お
い
て
放
置
行
為
を
し
た
と
き
の
も
の
を
い

う
。

４４

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
大
型
等
五
割
未
満
）」

と
は
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る

積
載
の
割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
も
の
（
大
型

自
動
車
等
を
運
転
す
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。）

を
い
う
。

４５

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
五
割
以
上
十
割

未
満
）」
と
は
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ

の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
百
パ

ー
セ
ン
ト
未
満
の
も
の
（
１９
に
規
定
す
る
行
為
を
除

く
。）
を
い
う
。

４６

「
整
備
不
良
（
制
動
装
置
等
）」
と
は
、
法
第
六
十

二
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
制
動
装
置
、
か
じ
取

装
置
、
走
行
装
置
又
は
騒
音
防
止
装
置
に
係
る
も
の
に

限
る
。）
を
い
う
。

４７

「
安
全
運
転
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
条
の
規

定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

４８

「
幼
児
等
通
行
妨
害
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
二

号
又
は
第
二
号
の
三
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い

う
。

４９

「
安
全
地
帯
徐
行
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第

三
号
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

５０

「
騒
音
運
転
等
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
五
号
の

三
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

５１

「
携
帯
電
話
使
用
等
（
交
通
の
危
険
）」
と
は
、
法

第
七
十
一
条
第
五
号
の
五
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

（
同
号
の
規
定
に
違
反
し
、
よ
つ
て
道
路
に
お
け
る
交

通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
限
る
。）
を
い
う
。

５２

「
消
音
器
不
備
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
の
二
の
規

定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

５３

「
大
型
自
動
二
輪
車
等
乗
車
方
法
違
反
」
と
は
、
法

第
七
十
一
条
の
四
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に

違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

５４

「
高
速
自
動
車
国
道
等
措
置
命
令
違
反
」
と
は
、
法

第
七
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
警
察
官
の
禁
止
、
制

限
又
は
命
令
に
従
わ
な
い
行
為
を
い
う
。

５５

「
本
線
車
道
横
断
等
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十

五
条
の
五
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い

う
。

５６

「
高
速
自
動
車
国
道
等
運
転
者
遵
守
事
項
違
反
」
と

は
、法
第
七
十
五
条
の
十
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為（
本

線
車
道
若
し
く
は
こ
れ
に
接
す
る
加
速
車
線
、
減
速
車

線
若
し
く
は
登
坂
車
線
に
お
い
て
当
該
自
動
車
を
運
転

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
場
合
又
は
当
該
自
動
車

に
積
載
し
て
い
る
物
を
当
該
高
速
自
動
車
国
道
等
に
転

落
さ
せ
、
若
し
く
は
飛
散
さ
せ
た
場
合
に
限
る
。）
を

い
う
。

５７

「
免
許
条
件
違
反
」
と
は
、
法
第
九
十
一
条
の
規
定

に
よ
り
公
安
委
員
会
が
付
し
、
若
し
く
は
変
更
し
た
条

件
に
違
反
し
、
又
は
法
第
百
七
条
の
四
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
公
安
委
員
会
の
命
令
に
違
反
し
て
運
転
す
る
行

為
を
い
う
。

５８

「
番
号
標
表
示
義
務
違
反
」
と
は
、
道
路
運
送
車
両

法
第
十
九
条
又
は
第
七
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十

七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

５９

「
保
管
場
所
法
違
反
（
長
時
間
駐
車
）」
と
は
、
自

動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

６０

「
混
雑
緩
和
措
置
命
令
違
反
」
と
は
、
法
第
六
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
警
察
官
の
禁
止
、
制
限
又
は
命
令

に
従
わ
な
い
行
為
を
い
う
。

６１

「
通
行
許
可
条
件
違
反
」
と
は
、
法
第
八
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
警
察
署
長
が
付
し
た
条
件
に
違
反
す
る

行
為
を
い
う
。

６２

「
通
行
帯
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
条
の
規
定
の
違

反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

６３

「
路
線
バ
ス
等
優
先
通
行
帯
違
反
」
と
は
、
法
第
二

十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為

を
い
う
。

６４

「
軌
道
敷
内
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
一
条
の
規
定

の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

６５

「
速
度
超
過
（
二
十
未
満
）」
と
は
、
速
度
超
過
の

う
ち
、
そ
の
超
え
る
速
度
が
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時

未
満
の
も
の
を
い
う
。

６６

「
道
路
外
出
右
左
折
方
法
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十

五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う

な
行
為
を
い
う
。

６７

「
道
路
外
出
右
左
折
合
図
車
妨
害
」
と
は
、
法
第
二

十
五
条
第
三
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を

い
う
。
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６８

「
指
定
横
断
等
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
五
条

の
二
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い

う
。

６９

「
車
間
距
離
不
保
持
」
と
は
、
法
第
二
十
六
条
の
規

定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
（
３２
に
規
定
す
る
行
為

を
除
く
。）
を
い
う
。

７０

「
進
路
変
更
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
二
十
六
条
の

二
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な

行
為
を
い
う
。

７１

「
追
い
付
か
れ
た
車
両
の
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第

二
十
七
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い

う
。

７２

「
乗
合
自
動
車
発
進
妨
害
」
と
は
、
法
第
三
十
一
条

の
二
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

７３

「
割
込
み
等
」
と
は
、
法
第
三
十
二
条
の
規
定
の
違

反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

７４

「
交
差
点
右
左
折
方
法
違
反
」
と
は
、
法
第
三
十
四

条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
の

違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

７５

「
交
差
点
右
左
折
等
合
図
車
妨
害
」
と
は
、
法
第
三

十
四
条
第
六
項
（
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う

な
行
為
を
い
う
。

７６

「
指
定
通
行
区
分
違
反
」
と
は
、
法
第
三
十
五
条
第

一
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

７７

「
交
差
点
優
先
車
妨
害
」
と
は
、
法
第
三
十
六
条
第

一
項
又
は
第
三
十
七
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な

行
為
を
い
う
。

７８

「
緊
急
車
妨
害
等
」
と
は
、
法
第
四
十
条
又
は
第
四

十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
の
違
反

と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

７９

「
駐
停
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
）」
と
は
、
法

第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、第
四
十
七
条
、

第
四
十
八
条
、
第
四
十
九
条
の
三
第
二
項
か
ら
第
四
項

ま
で
、
第
四
十
九
条
の
四
又
は
第
四
十
九
条
の
五
後
段

の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
（
法
第
四
十
九
条

の
三
第
三
項
又
は
第
四
十
九
条
の
四
の
規
定
の
違
反
と

な
る
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
は
、
駐
停
車
禁
止
場
所
等

違
反
行
為
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
の
う
ち
、
４３

に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

８０

「
交
差
点
等
進
入
禁
止
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
条

の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

８１

「
無
灯
火
」
と
は
、
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定

の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

８２

「
減
光
等
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
二
条
第
二

項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

８３

「
合
図
不
履
行
」
と
は
、
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

８４

「
合
図
制
限
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
三
条
第
三
項

の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

８５

「
警
音
器
吹
鳴
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

８６

「
乗
車
積
載
方
法
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
五
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

８７

「
定
員
外
乗
車
」
と
は
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の

規
定
に
違
反
し
て
乗
車
を
さ
せ
て
運
転
す
る
行
為
を
い

う
。

８８

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
五
割
未
満
）」

と
は
、
積
載
物
重
量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る

積
載
の
割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
も
の
（
４４
に

規
定
す
る
行
為
を
除
く
。）
を
い
う
。

８９

「
積
載
物
大
き
さ
制
限
超
過
」
と
は
、
法
第
五
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
積
載
物
の
大
き
さ
の
制

限
を
超
え
る
積
載
を
し
て
運
転
す
る
行
為
を
い
う
。

９０

「
積
載
方
法
制
限
超
過
」
と
は
、
法
第
五
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
積
載
物
の
積
載
の
方
法
の
制

限
を
超
え
る
積
載
を
し
て
運
転
す
る
行
為
を
い
う
。

９１

「
制
限
外
許
可
条
件
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
八
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
警
察
署
長
が
付
し
た
条
件
に
違

反
す
る
行
為
を
い
う
。

け
ん

９２

「
牽
引
違
反
」
と
は
、
法
第
五
十
九
条
第
一
項
又

は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

け
ん

９３

「
原
付
牽
引
違
反
」
と
は
、
法
第
六
十
条
の
規
定

に
基
づ
く
公
安
委
員
会
の
定
め
に
違
反
す
る
行
為
を
い

う
。

９４

「
整
備
不
良
（
尾
灯
等
）」
と
は
、
法
第
六
十
二
条

の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
４６
に
規
定
す
る
行
為
を
除

く
。）
を
い
う
。

９５

「
転
落
等
防
止
措
置
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十

一
条
第
四
号
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

９６
「
転
落
積
載
物
等
危
険
防
止
措
置
義
務
違
反
」と
は
、

法
第
七
十
一
条
第
四
号
の
二
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

を
い
う
。

９７

「
安
全
不
確
認
ド
ア
開
放
等
」
と
は
、
法
第
七
十
一

条
第
四
号
の
三
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

９８

「
停
止
措
置
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第

五
号
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

９９

「
初
心
運
転
者
等
保
護
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七

十
一
条
第
五
号
の
四
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い

う
。

１００

「
携
帯
電
話
使
用
等
（
保
持
）」
と
は
、
法
第
七
十

一
条
第
五
号
の
五
の
規
定
に
違
反
し
て
同
号
の
無
線
通

話
装
置
を
同
号
の
通
話
の
た
め
に
使
用
し
、
又
は
自
動

車
若
し
く
は
原
動
機
付
自
転
車
に
持
ち
込
ま
れ
た
同
号

の
画
像
表
示
用
装
置
を
手
で
保
持
し
て
こ
れ
に
表
示
さ

れ
た
画
像
を
注
視
す
る
行
為
（
５１
に
規
定
す
る
場
合
を
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除
く
。）
を
い
う
。

１０１

「
座
席
ベ
ル
ト
装
着
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十

一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
又
は
同
条

第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
座
席
ベ
ル
ト
を
装

着
し
な
い
者
を
運
転
者
席
の
横
の
乗
車
装
置
以
外
の
乗

車
装
置
に
乗
車
さ
せ
て
自
動
車
を
運
転
す
る
行
為
に
つ

い
て
は
、
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
も
の
に
限

る
。）
を
い
う
。

１０２

「
幼
児
用
補
助
装
置
使
用
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第

七
十
一
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い

う
。

１０３

「
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
義
務
違
反
」
と
は
、
法

第
七
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反

す
る
行
為
を
い
う
。

１０４

「
初
心
運
転
者
標
識
表
示
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第

七
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い

う
。

１０５

「
聴
覚
障
害
者
標
識
表
示
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第

七
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い

う
。

１０６

「
最
低
速
度
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
五
条
の
四
の

規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

１０７

「
本
線
車
道
通
行
車
妨
害
」
と
は
、
法
第
七
十
五
条

の
六
第
一
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い

う
。

１０８

「
本
線
車
道
緊
急
車
妨
害
」
と
は
、
法
第
七
十
五
条

の
六
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い

う
。

１０９

「
本
線
車
道
出
入
方
法
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
五

条
の
七
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

け
ん

１１０

「
牽
引
自
動
車
本
線
車
道
通
行
帯
違
反
」
と
は
、

法
第
七
十
五
条
の
八
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の

規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
い
う
。

１１１

「
故
障
車
両
表
示
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
七
十
五

条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

１１２

「
仮
免
許
練
習
標
識
表
示
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第

八
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。

１１３

「
運
転
殺
人
等
」
と
は
、
自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り

人
を
死
亡
さ
せ
又
は
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為
で
故

意
（
人
の
傷
害
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
に
よ
る
も
の

（
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為
に
あ
つ
て
は
、
当
該
行

為
に
よ
つ
て
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
限
る
。）
を
い
う

１１４

「
危
険
運
転
致
死
」
と
は
、
人
の
死
亡
に
係
る
刑
法

第
二
百
八
条
の
二
の
罪
に
当
た
る
行
為
（
自
動
車
等
の

運
転
に
関
し
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
表
に

お
い
て
同
じ
。）
を
い
う
。

１１５

「
運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
三
月
以
上
又
は
後
遺
障

害
）」
と
は
、
自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
負
傷
さ

せ
又
は
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為
で
故
意
（
人
の
殺

害
に
係
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同

じ
。）
に
よ
る
も
の
（
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為
に

あ
つ
て
は
、
当
該
行
為
に
よ
つ
て
人
が
負
傷
し
た
場
合

に
限
る
。
１１７
及
び
１１９
に
お
い
て
同
じ
。）
の
う
ち
、
負

傷
者
の
治
療
期
間
（
負
傷
の
治
療
に
要
す
る
期
間
（
負

傷
者
の
数
が
二
人
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ

れ
ら
の
者
の
う
ち
最
も
負
傷
の
程
度
が
重
い
者
の
負
傷

の
治
療
に
要
す
る
期
間
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が

三
月
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
負
傷
者
に
後
遺
障
害
（
負

傷
が
治
つ
た
と
き
（
そ
の
症
状
が
固
定
し
た
と
き
を
含

む
。）
に
お
け
る
身
体
の
障
害
で
国
家
公
安
委
員
会
規

則
で
定
め
る
程
度
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が

存
す
る
も
の
を
い
う
。

１１６

「
危
険
運
転
致
傷
（
治
療
期
間
三
月
以
上
又
は
後
遺

障
害
）」
と
は
、
人
の
傷
害
（
治
療
期
間
が
三
月
以
上

で
あ
る
も
の
又
は
後
遺
障
害
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。）

に
係
る
刑
法
第
二
百
八
条
の
二
の
罪
に
当
た
る
行
為
を

い
う
。

１１７

「
運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
三
十
日
以
上
）」
と
は
、

自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
負
傷
さ
せ
又
は
建
造
物

を
損
壊
さ
せ
る
行
為
で
故
意
に
よ
る
も
の
の
う
ち
、
負

傷
者
の
治
療
期
間
が
三
十
日
以
上
三
月
未
満
で
あ
る
も

の
（
負
傷
者
に
後
遺
障
害
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。）

を
い
う
。

１１８

「
危
険
運
転
致
傷
（
治
療
期
間
三
十
日
以
上
）」
と

は
、
人
の
傷
害
（
治
療
期
間
が
三
十
日
以
上
三
月
未
満

で
あ
る
も
の
（
後
遺
障
害
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。）

に
限
る
。）
に
係
る
刑
法
第
二
百
八
条
の
二
の
罪
に
当

た
る
行
為
を
い
う
。

１１９

「
運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
十
五
日
以
上
）」
と
は
、

自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
負
傷
さ
せ
又
は
建
造
物

を
損
壊
さ
せ
る
行
為
で
故
意
に
よ
る
も
の
の
う
ち
、
負

傷
者
の
治
療
期
間
が
十
五
日
以
上
三
十
日
未
満
で
あ
る

も
の
（
負
傷
者
に
後
遺
障
害
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。）

を
い
う
。

１２０

「
危
険
運
転
致
傷
（
治
療
期
間
十
五
日
以
上
）」
と

は
、
人
の
傷
害
（
治
療
期
間
が
十
五
日
以
上
三
十
日
未

満
で
あ
る
も
の
（
後
遺
障
害
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。）

に
限
る
。）
に
係
る
刑
法
第
二
百
八
条
の
二
の
罪
に
当

た
る
行
為
を
い
う
。

１２１

「
運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
十
五
日
未
満
又
は
建
造

物
損
壊
）」
と
は
、
自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
負

傷
さ
せ
又
は
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為
で
故
意
に
よ

る
も
の
の
う
ち
、
１１５
、
１１７
及
び
１１９
に
規
定
す
る
行
為
以

外
の
も
の
を
い
う
。

１２２

「
危
険
運
転
致
傷
（
治
療
期
間
十
五
日
未
満
）」
と

は
、
人
の
傷
害
（
治
療
期
間
が
十
五
日
未
満
で
あ
る
も

道
路
交
通
法
施
行
令

九



の
（
後
遺
障
害
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。）
に
限
る
。）

に
係
る
刑
法
第
二
百
八
条
の
二
の
罪
に
当
た
る
行
為
を

い
う
。

１２３

「
酒
酔
い
運
転
」
と
は
、
法
第
百
十
七
条
の
二
第
一

号
の
罪
に
当
た
る
行
為
（
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
行

わ
れ
た
も
の
に
限
る
。）
を
い
う
。

１２４

「
麻
薬
等
運
転
」
と
は
、
法
第
百
十
七
条
の
二
第
三

号
の
罪
に
当
た
る
行
為
（
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
行

わ
れ
た
も
の
に
限
る
。）
を
い
う
。

１２５

「
救
護
義
務
違
反
」
と
は
、
法
第
百
十
七
条
の
罪
に

当
た
る
行
為
（
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
行
わ
れ
た
も

の
に
限
る
。）
を
い
う
。

別
表
第
四
（
第
三
十
三
条
の
二
、
第
三
十
三
条
の
七
、
第
三
十
七

条
の
八
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
の
三
関
係
）

一
・
二

〔
略
〕

三

重
大
違
反
唆
し
等
で
別
表
第
二
の
一
の
表
に
定
め
る
点
数

が
十
五
点
か
ら
十
九
点
ま
で
で
あ
る
一
般
違
反
行
為
に
係
る

も
の
、
人
の
死
亡
に
係
る
道
路
外
致
死
傷
（
別
表
第
五
第
一

号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
又
は
人
の
傷
害
に
係
る
道
路

外
致
死
傷
（
治
療
期
間
が
三
月
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
後
遺

障
害
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。）
で
専
ら
当
該
行
為
を
し
た

者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

四

〔
略
〕

別
表
第
六
（
第
四
十
五
条
関
係
）

〔
表

略
〕

備
考一

〔
略
〕

二

こ
の
表
の
反
則
行
為
の
種
類
の
欄
に
掲
げ
る
用
語
の
意

味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
二
の
備
考
の
二
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

１
〜
６

〔
略
〕

７

「
放
置
駐
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
（
高
齢
運

転
者
等
専
用
場
所
等
以
外
））」
と
は
、
別
表
第
二
の
備

考
の
二
の
１８
に
規
定
す
る
行
為
の
う
ち
、
５
に
規
定
す

る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

８

〔
略
〕

９

「
放
置
駐
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
（
高
齢
運
転

者
等
専
用
場
所
等
以
外
））」
と
は
、
別
表
第
二
の
備
考

の
二
の
４３
に
規
定
す
る
行
為
の
う
ち
、
８
に
規
定
す
る

行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

１０
・
１１

〔
略
〕

１２

「
駐
停
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
（
高
齢
運
転

者
等
専
用
場
所
等
以
外
））」
と
は
、
別
表
第
二
の
備
考

の
二
の
４２
に
規
定
す
る
行
為
の
う
ち
、
１０
に
規
定
す
る

行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

１３

〔
略
〕

１４

「
駐
停
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
（
高
齢
運
転
者

等
専
用
場
所
等
以
外
））」
と
は
、
別
表
第
二
の
備
考
の

二
の
７９
に
規
定
す
る
行
為
の
う
ち
、
１３
に
規
定
す
る
行

為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

１５
〜
２２

〔
略
〕

三

〔
略
〕

道
路
交
通
法
施
行
令

一
〇



〇
道
路
交
通
法
施
行
規
則

（
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
三
日

総
理
府
令
第
六
十
号

）

改
正

平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
内
閣
府
令
第
七
二
号

注

道
路
交
通
法
施
行
規
則
は
、
平
成
二
五
年
内
閣
府
令

第
七
二
号
に
よ
り
改
正
、
平
成
二
五
年
一
二
月
一
日
か

ら
施
行
。（
改
正
に
係
る
部
分
を
収
録
）

（
安
全
運
転
管
理
者
等
の
要
件
）

第
九
条
の
九

法
第
七
十
四
条
の
三
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め

る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

〔
略
〕

二

自
動
車
の
運
転
の
管
理
に
関
し
二
年
（
自
動
車
の
運
転
の

管
理
に
関
し
公
安
委
員
会
が
行
う
教
習
を
修
了
し
た
者
に
あ

つ
て
は
、
一
年
）
以
上
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
又
は
自
動

車
の
運
転
の
管
理
に
関
し
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の
能
力

を
有
す
る
と
公
安
委
員
会
が
認
定
し
た
者
で
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

法
第
七
十
四
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
よ

り
解
任
さ
れ
、
解
任
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
ロ

法
第
百
十
七
条
、
法
第
百
十
七
条
の
二
、
法
第
百
十
七

条
の
二
の
二
（
第
七
号
及
び
第
十
一
号
を
除
く
。）、
法
第

百
十
七
条
の
三
の
二
、
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
四
号
若

し
く
は
第
五
号
、
法
第
百
十
九
条
第
一
項
第
十
一
号
若
し

く
は
第
十
二
号
又
は
法
第
百
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号

の
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

２

〔
略
〕

（
免
許
申
請
書
）

第
十
七
条

〔
略
〕

２

前
項
の
様
式
の
免
許
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び

写
真
を
添
付
（
第
三
号
、
第
五
号
又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
提
示
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

運
転
免
許
（
以
下
「
免
許
」
と
い
う
。）
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
（
以
下
「
免
許
申
請
者
」
と
い
う
。）
が
住
民
基
本

台
帳
法
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
住

民
票
の
写
し
（
同
法
第
七
条
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
（
外
国

人
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国

籍
等
（
以
下
「
国
籍
等
」
と
い
う
。））
を
記
載
し
た
も
の
に

限
る
。
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
十
五
条
第
一
号

に
お
い
て
同
じ
。）

二

免
許
申
請
者
が
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
避
難
住
民
に
係
る

事
務
処
理
の
特
例
及
び
住
所
移
転
者
に
係
る
措
置
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
条
第
三
項

に
規
定
す
る
避
難
住
民
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
市
町
村
の
長
が
発
行
す
る
同
法
第
四

条
第
一
項
の
避
難
場
所
を
証
明
す
る
書
類

三

免
許
申
請
者
が
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
を
受
け
な
い
者

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
旅
券
等

四

免
許
申
請
者
が
法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ

の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
以
外
の
公
安
委
員
会
の

仮
運
転
免
許
（
以
下
「
仮
免
許
」
と
い
う
。）
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
現
に
法
第

九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
自
動
車
教
習

所
に
お
い
て
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
教
習
を
受
け
て
い
る

者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

五

免
許
申
請
者
が
令
第
三
十
二
条
の
七
の
規
定
に
該
当
す
る

者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
規
定
に
該
当
す
る
者
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

六

免
許
申
請
者
が
令
第
三
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

定
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
規
定
に

該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

七

免
許
申
請
者
が
令
第
三
十
四
条
第
三
項
各
号
又
は
同
条
第

四
項
各
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
八

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条

の
四
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
旅

券
そ
の
他
の
書
類
で
当
該
免
許
申
請
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の
（
前
各
号
に
掲
げ
る
書
類
で
あ

つ
て
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
し
又
は
提
示
す
る
も
の
を

除
く
。）

九

申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、

無
背
景
の
縦
の
長
さ
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ

二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
で
、
そ
の
裏
面
に
氏
名
及

び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
（
以
下
「
申
請
用
写
真
」

と
い
う
。）

３

免
許
申
請
者
が
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
の
種
類
と
異
な
る
種

類
の
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
現
に
受
け

て
い
る
免
許
に
係
る
免
許
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項

第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
又
は
同
項
第
三

号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
示
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
。

附

則
〔
平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
内
閣
府
令
第
七
二

号
〕

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

道
路
交
通
法
施
行
規
則

一
一



〇
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
十
四
年
二
月
六
日

政
令
第
二
十
六
号

）

改
正

平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
政
令
第
三
一
〇
号

注

本
政
令
は
、
平
成
二
五
年
政
令
第
三
一
〇
号
に
よ
り

改
正
、
平
成
二
五
年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行
。（
改
正

に
係
る
部
分
を
収
録
）

（
道
路
交
通
法
施
行
令
の
規
定
の
読
替
え
適
用
）

第
四
条

自
動
車
運
転
代
行
業
者
に
つ
い
て
の
道
路
交
通
法
施
行

令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）
の
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

字
句
と
す
る
。

読
み
替
え

る
規
定

読
み
替
え
ら

れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
二
十
六

条
の
六
各

号
列
記
以

外
の
部
分

法
第
七
十
五
条

第
二
項

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
三
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以

下
「
運
転
代
行
業
法
」
と
い
う
。）

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法

第
七
十
五
条
第
二
項

第
二
十
六

条
の
六
第

一
号

自
動
車
（

自
動
車
運
転
代
行
業
者
等
（
運

転
代
行
業
法
第
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
自
動
車
運
転
代
行
業

者
（
以
下
単
に
「
自
動
車
運
転

代
行
業
者
」
と
い
う
。）
又
は

運
転
代
行
業
法
第
三
条
第
七
号

に
規
定
す
る
安
全
運
転
管
理
者

等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。）
が
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
違
反
行
為
を
し
、

当
該
違
反
行
為
に
よ
り
運
転
代

行
業
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
自
動
車
運
転
代
行
業
（
以

下
単
に
「
自
動
車
運
転
代
行
業
」

と
い
う
。）
の
用
に
供
さ
れ
る

自
動
車
（

使
用
者
（
安
全

運
転
管
理
者
、

副
安
全
運
転
管

理
者
そ
の
他
自

動
車
の
運
行
を

直
接
管
理
す
る

地
位
に
あ
る
者

を
含
む
。
以
下

こ
の
条
に
お
い

て「
使
用
者
等
」

と
い
う
。）
が

次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
違
反

行
為
を
し
、
当

該
違
反
行
為
に

よ
り
自
動
車
の

運
転
者

運
転
者

下
欄
に
掲
げ
る

違
反
行
為

下
欄
に
掲
げ
る
違
反
行
為
（
運

転
代
行
業
法
第
二
条
第
七
項
に

規
定
す
る
随
伴
用
自
動
車
（
以

下
単
に
「
随
伴
用
自
動
車
」
と

い
う
。）
の
運
転
者
に
つ
い
て

は
、
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第

七
号
の
違
反
行
為
に
限
る
。）

自
動
車
の
使
用

者
等

自
動
車
運
転
代
行
業
者
等

法
第
百
十
七
条

の
二
第
四
号

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
百
十
七
条
の

二
第
四
号

法
第
百
十
七
条

の
二
第
五
号

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
百
十
七
条
の

二
第
五
号

法
第
百
十
七
条

の
二
の
二
第
八

号

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
百
十
七
条
の

二
の
二
第
八
号

法
第
百
十
七
条

の
二
の
二
第
九

号

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
百
十
七
条
の

二
の
二
第
九
号

法
第
百
十
七
条

の
二
の
二
第
十

号

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
百
十
七
条
の

二
の
二
第
十
号

法
第
百
十
八
条

第
一
項
第
四
号
運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
百
十
八
条
第

一
項
第
四
号

法
第
七
十
五
条

第
一
項
第
五
号
運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
七
十
五
条
第

一
項
第
五
号

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令

一
二



自
動
車
の
運
転

者
の

自
動
車
運
転
代
行
業
の
用
に
供

さ
れ
る
自
動
車
の
運
転
者
の

第
二
十
六

条
の
六
第

二
号

自
動
車
の
使
用

者
等

自
動
車
運
転
代
行
業
者
等

自
動
車
の
運
転

者

自
動
車
運
転
代
行
業
の
用
に
供

さ
れ
る
自
動
車
の
運
転
者

違
反
行
為
を
し

た
場
合

違
反
行
為
（
随
伴
用
自
動
車
の

運
転
者
に
つ
い
て
は
、
法
第
百

十
八
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第

百
十
九
条
第
一
項
第
三
号
の
二

の
違
反
行
為
に
限
る
。）
を
し

た
場
合

法
第
百
十
八
条

第
一
項
第
四
号
運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
百
十
八
条
第

一
項
第
四
号

法
第
七
十
五
条

第
一
項
第
二
号
運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
七
十
五
条
第

一
項
第
二
号

法
第
百
十
八
条

第
一
項
第
五
号
運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
百
十
八
条
第

一
項
第
五
号

法
第
百
十
九
条

第
一
項
第
十
一

号

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
百
十
九
条
第

一
項
第
十
一
号

法
第
百
十
九
条

の
二
第
一
項
第

三
号

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
百
十
九
条
の

二
第
一
項
第
三
号

自
動
車
の
使
用

者
が
、
当
該
自

動
車
の
使
用
の

本
拠
に
お
い
て

使
用
す
る

自
動
車
運
転
代
行
業
者
が
、
そ

の
自
動
車
運
転
代
行
業
の
用
に

供
す
る

法
第
七
十
五
条

第
二
項

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
七
十
五
条
第

二
項

法
第
七
十
五
条

の
二
第
一
項

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
七
十
五
条
の

二
第
一
項

当
該
自
動
車
の

使
用
の
本
拠
に

お
け
る
そ
の
者

そ
の
自
動
車
運
転
代
行
業

法
第
百
十
七
条

の
二
第
四
号

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
百
十
七
条
の

二
第
四
号

法
第
百
十
七
条

の
二
の
二
第
八

号

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
百
十
七
条
の

二
の
二
第
八
号

法
第
七
十
五
条

第
一
項
第
五
号
運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
七
十
五
条
第

一
項
第
五
号

第
二
十
六

条
の
七
第

一
項

法
第
七
十
五
条

の
二
第
一
項

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
七
十
五
条
の

二
第
一
項

掲
げ
る
違
反
行

為

掲
げ
る
違
反
行
為
（
運
転
代
行

業
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す

る
代
行
運
転
自
動
車
の
運
転
者

の
違
反
行
為
を
除
き
、
随
伴
用

自
動
車
の
運
転
者
に
つ
い
て
は

法
第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
に

規
定
す
る
過
積
載
を
し
て
自
動

車
を
運
転
す
る
行
為
に
限
る
。

以
下
同
じ
。）

自
動
車
の
使
用

者

自
動
車
運
転
代
行
業
者

当
該
使
用
者

当
該
自
動
車
運
転
代
行
業
者

法
第
二
十
二
条

の
二
第
一
項
の
運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
二
条
の

二
第
一
項
の

法
第
五
十
八
条

の
四

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
五
十
八
条
の

四

法
第
六
十
六
条

の
二
第
一
項
の
運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
六
十
六
条
の

二
第
一
項
の

当
該
違
反
行
為

に
係
る
自
動
車

の
使
用
の
本
拠

に
お
い
て
使
用

す
る

自
動
車
運
転
代
行
業
者
が
そ
の

自
動
車
運
転
代
行
業
の
用
に
供

す
る

法
第
七
十
五
条

第
二
項

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
七
十
五
条
第

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令

一
三



二
項

第
二
十
六

条
の
八

法
第
七
十
五
条

の
二
第
二
項

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
七
十
五
条
の

二
第
二
項

車
両
の
使
用
者
車
両
（
随
伴
用
自
動
車
を
除

く
。）
の
使
用
者
で
あ
る
自
動

車
運
転
代
行
業
者

当
該
使
用
者

当
該
自
動
車
運
転
代
行
業
者

法
第
七
十
五
条

第
二
項

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
七
十
五
条
第

二
項

当
該
車
両
の
使

用
の
本
拠
に
お

い
て
使
用
す
る

そ
の
自
動
車
運
転
代
行
業
の
用

に
供
す
る

附

則
〔
平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
政
令
第
三
一
〇
号

抄
〕

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年

十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
違
反
行
為
に
付
す
る
点
数
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
規
定

の
読
替
え
に
関
す
る
内
閣
府
令

（
平
成
十
四
年
四
月
十
九
日

内
閣
府
令
第
三
十
五
号

）

改
正

平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
内
閣
府
令
第
七
二
号

注

本
内
閣
府
令
は
、
平
成
二
五
年
内
閣
府
令
第
七
二
号

に
よ
り
改
正
、
平
成
二
五
年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行
。

自
動
車
運
転
代
行
業
者
に
つ
い
て
の
道
路
交
通
法
施
行
規
則

（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄

に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す

る
。読

み
替
え

る
規
定

読
み
替
え
ら
れ

る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
九
条
の

九
第
一
項
法
第
七
十
四
条
の

三
第
一
項

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十

七
号
。
以
下
「
運
転
代
行
業

法
」
と
い
う
。）
第
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七

十
四
条
の
三
第
一
項

副
安
全
運
転
管
理

者

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

四
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す

る
副
安
全
運
転
管
理
者
（
以

下
単
に
「
副
安
全
運
転
管
理

者
」
と
い
う
。）

法
第
七
十
四
条
の

三
第
六
項

法
第
七
十
四
条
の
三
第
六
項

（
運
転
代
行
業
法
第
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を

含
む
。）

法
第
百
十
七
条
の

二

法
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
、
運
転
代

行
業
法
第
十
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
法
第
百
十
七
条
の

二
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号

法
第
百
十
七
条
の

二
の
二
（
第
七
号

及
び
第
十
一
号
を

除
く
。）

法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第

一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
運

転
代
行
業
法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
法
第
百
十
七

条
の
二
の
二
第
八
号
か
ら
第

十
号
ま
で

法
第
百
十
八
条
第

一
項
第
四
号

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
百
十

八
条
第
一
項
第
四
号

法
第
百
十
九
条
第

一
項
第
十
一
号

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
百
十

九
条
第
一
項
第
十
一
号

法
第
百
十
九
条
の

二
第
一
項
第
三
号
運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
百
十

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
・
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
規
定
の
読
替
え
に
関
す
る
内
閣
府
令

一
四



九
条
の
二
第
一
項
第
三
号

第
九
条
の

九
第
二
項
法
第
七
十
四
条
の

三
第
四
項

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

四
条
の
三
第
四
項

第
九
条
の

十

法
第
七
十
四
条
の

三
第
二
項
の

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

四
条
の
三
第
二
項
の

法
及
び
法

法
及
び
運
転
代
行
業
法
並
び

に
こ
れ
ら

法
の

こ
れ
ら
の

法
第
七
十
五
条
第

一
項
第
七
号
に
掲

げ
る
行
為

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

五
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ

る
行
為

第
九
条
の

十
一

法
第
七
十
四
条
の

三
第
四
項

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

四
条
の
三
第
四
項

自
動
車

運
転
代
行
業
法
第
二
条
第
七

項
に
規
定
す
る
随
伴
用
自
動

車

二
十
台
以
上
四
十

台
未
満

十
台
以
上
二
十
台
未
満

四
十
台
以
上

二
十
台
以
上

四
十
台
以
上
二
十

台
ま
で

二
十
台
以
上
十
台
ま
で

第
九
条
の

十
四

法
第
七
十
五
条
第

九
項

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

五
条
第
九
項

法
第
七
十
五
条
第

二
項

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

五
条
第
二
項

法
第
七
十
五
条
の

二
第
一
項

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

五
条
の
二
第
一
項

車
両
の
使
用
者

自
動
車
運
転
代
行
業
者

第
九
条
の

十
五

法
第
七
十
五
条
第

九
項

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

五
条
第
九
項

第
九
条
の

十
六

法
第
七
十
五
条
第

十
項

運
転
代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

五
条
第
十
項

附

則
〔
平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
内
閣
府
令
第
七
二

号
〕

こ
の
府
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
規
定
の
読
替
え
に
関
す
る
内
閣
府
令

一
五



〇
指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則

（
平
成
二
年
五
月
十
六
日

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号

）

改
正

平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
一
四
号

注

本
規
則
は
、
平
成
二
五
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

一
四
号
に
よ
り
改
正
、
平
成
二
五
年
一
二
月
一
日
か
ら

施
行
。（
改
正
に
係
る
部
分
を
収
録
）

（
運
転
適
性
指
導
員
）

第
五
条

法
第
百
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
国
家
公
安
委
員
会

規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
者
と
す

る
。

一
・
二

〔
略
〕

三

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

イ

運
転
適
性
指
導
に
つ
い
て
不
正
な
行
為
を
し
た
た
め
運

転
適
性
指
導
員
の
職
を
解
任
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ロ

法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
又
は
法
第
百
十
七

条
の
五
第
三
号
（
法
第
百
八
条
の
七
第
一
項
に
係
る
部
分

に
限
る
。）
の
罪
を
犯
し
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
ハ

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第

四
十
五
号
）
第
二
百
八
条
の
二
若
し
く
は
第
二
百
十
一
条

第
二
項
の
罪
又
は
法
に
規
定
す
る
罪
（
ロ
に
規
定
す
る
罪

を
除
く
。）
を
犯
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

四
・
五

〔
略
〕

附

則
〔
平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
国
家
公
安
委
員
会

規
則
第
一
四
号
〕

こ
の
規
則
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
届
出
自
動
車
教
習
所
が
行
う
教
習

の
課
程
の
指
定
に
関
す
る
規
則

（
平
成
六
年
二
月
二
十
五
日

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号

）

改
正

平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
一
四
号

注

本
規
則
は
、
平
成
二
五
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

一
四
号
に
よ
り
改
正
、
平
成
二
五
年
一
二
月
一
日
か
ら

施
行
。（
改
正
に
係
る
部
分
を
収
録
）

（
指
定
の
基
準
等
）

第
一
条

〔
略
〕

２

令
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
第
一
号
ハ
の
規
定
に
よ
る
指
定

の
基
準
（
大
型
自
動
車
免
許
（
以
下
「
大
型
免
許
」
と
い
う
。）

に
係
る
教
習
の
課
程
（
以
下
「
教
習
課
程
（
大
型
）」
と
い
う
。）

に
係
る
も
の
に
限
る
。）
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

届
出
自
動
車
教
習
所
に
お
い
て
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る

技
能
及
び
知
識
の
教
習
に
従
事
す
る
職
員
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の
（
大
型
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き

る
免
許
（
仮
運
転
免
許
を
除
く
。）
を
現
に
受
け
て
い
る
者

（
当
該
免
許
の
効
力
を
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。）
に

限
る
。
以
下
「
大
型
免
許
に
係
る
届
出
自
動
車
教
習
所
指
導

員
」
と
い
う
。）
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

大
型
免
許
に
係
る
教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受

け
た
者

ロ

法
第
九
十
九
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者

（
大
型
免
許
に
係
る
者
に
限
る
。）
又
は
届
出
自
動
車
教

習
所
指
導
員
研
修
課
程
（
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
が

行
う
届
出
自
動
車
教
習
所
の
職
員
に
対
す
る
自
動
車
の
運

転
に
関
す
る
研
修
の
課
程
で
国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す

指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
・
届
出
自
動
車
教
習
所
が
行
う
教
習
の
課
程
の
指
定
に
関
す
る
規
則

一
六



る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
大
型
免
許
に
係
る
も

の
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
も
の

�

二
十
一
歳
未
満
の
者

�

過
去
三
年
以
内
に
法
第
九
十
九
条
の
五
第
五
項
に
規

定
す
る
卒
業
証
明
書
若
し
く
は
修
了
証
明
書
又
は
第
五

条
に
規
定
す
る
終
了
証
明
書
の
発
行
に
関
し
不
正
な
行

為
を
し
た
者

�

法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
の
罪
を
犯
し
罰

金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又

は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し

て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

�

自
動
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転
に
関
し
刑
法

（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
百
八
条
の
二

若
し
く
は
第
二
百
十
一
条
第
二
項
の
罪
又
は
法
に
規
定

す
る
罪
（
法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
の
罪
を

除
く
。）
を
犯
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

�

法
第
九
十
九
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
九
十
九
条
の
二
第
五
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当

し
て
法
第
九
十
九
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
九
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
教
習
指
導

員
資
格
者
証
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
返
納
の
日
か

ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

二
・
三

〔
略
〕

３
〜
９

〔
略
〕

附

則
〔
平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
国
家
公
安
委
員
会

規
則
第
一
四
号
〕

こ
の
規
則
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
認
定
に

関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
一
月
二
十
六
日

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号

）

改
正

平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
一
四
号

注

本
規
則
は
、
平
成
二
五
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

一
四
号
に
よ
り
改
正
、
平
成
二
五
年
一
二
月
一
日
か
ら

施
行
。（
改
正
に
係
る
部
分
を
収
録
）

（
運
転
免
許
取
得
者
教
育
指
導
員
）

第
二
条

法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の
国
家
公

安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
は
、
同
項
の
認
定
を
受
け
て
運
転

免
許
取
得
者
教
育
を
行
う
者
又
は
そ
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の

他
の
従
業
者
で
あ
っ
て
、
教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受

け
た
も
の
（
当
該
認
定
に
係
る
運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
課
程

に
お
け
る
指
導
に
用
い
る
自
動
車
の
種
類
（
原
動
機
付
自
転
車

を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
大
型
自
動
二
輪
車
等
。
以
下
同

じ
。）
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
又
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
認
定
に
係
る
運
転
免
許

取
得
者
教
育
の
課
程
に
お
け
る
指
導
に
用
い
る
自
動
車
又
は
原

動
機
付
自
転
車
（
以
下
「
自
動
車
等
」
と
い
う
。）
を
運
転
す

る
こ
と
が
で
き
る
運
転
免
許（
仮
運
転
免
許
を
除
く
。
以
下「
免

許
」
と
い
う
。）
を
現
に
受
け
て
い
る
も
の
（
免
許
の
効
力
を

停
止
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
運
転
免
許
取
得
者
教

育
指
導
員
」
と
い
う
。）
と
す
る
。

一

〔
略
〕

二

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

イ

二
十
一
歳
未
満
の
者

ロ

法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
の
罪
を
犯
し
罰
金

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者

ハ

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第

四
十
五
号
）
第
二
百
八
条
の
二
若
し
く
は
第
二
百
十
一
条

第
二
項
の
罪
又
は
法
に
規
定
す
る
罪
（
法
第
百
十
七
条
の

二
の
二
第
十
一
号
の
罪
を
除
く
。）
を
犯
し
禁
錮
以
上
の

刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者

附

則
〔
平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
国
家
公
安
委
員
会

規
則
第
一
四
号
〕

こ
の
規
則
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
認
定
に
関
す
る
規
則

一
七



〇
運
転
免
許
の
拒
否
等
の
処
分
の
基

準
に
係
る
身
体
の
障
害
の
程
度
を

定
め
る
規
則（

平
成
十
四
年
四
月
二
十
六
日

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
四
号

）

改
正

平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
一
四
号

注

本
規
則
は
、
平
成
二
五
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

一
四
号
に
よ
り
改
正
、
平
成
二
五
年
一
二
月
一
日
か
ら

施
行
。（
改
正
に
係
る
部
分
を
収
録
）

（
身
体
の
障
害
の
程
度
）

第
一
条

道
路
交
通
法
施
行
令
別
表
第
二
の
三
の
表
及
び
別
表
第

二
の
備
考
の
二
の
１１５
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
身
体

の
障
害
の
程
度
（
次
条
に
お
い
て
単
に
「
身
体
の
障
害
の
程
度
」

と
い
う
。）
は
、
次
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
自
動
車
損

害
賠
償
保
障
法
施
行
令（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）

別
表
第
一
又
は
別
表
第
二
に
該
当
す
る
後
遺
障
害
（
以
下
「
自

賠
法
後
遺
障
害
」
と
い
う
。）
で
あ
っ
て
、
当
該
自
賠
法
後
遺

障
害
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
表
が
保
険
金
額
と
し
て
定
め
る
金
額

が
同
令
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
定
め
る
金
額
以
上
と
な
る

場
合
に
お
け
る
障
害
の
程
度
と
す
る
。

附

則
〔
平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
国
家
公
安
委
員
会

規
則
第
一
四
号
〕

こ
の
規
則
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

運
転
免
許
の
拒
否
等
の
処
分
の
基
準
に
係
る
身
体
の
障
害
の
程
度
を
定
め
る
規
則
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〇交通の方法に関する教則

（昭和５３年１０月３０日
国家公安委員会告示第３号）

改正 平成２５年１１月１３日国家公安委員会告示第４１号

注 交通の方法に関する教則は、平成２５年国家公安委員会告示第４１号により改正、平成２５年１２月１日か
ら施行。（改正に係る部分を収録。）

第３章 自転車に乗る人の心得
自転車の通行方法は、特別の場合のほかは自動車と同じです。自転車に乗るときは、特にこの章に書かれて
いる事柄に注意しましよう。

第１節 自転車の正しい乗り方
１ 自転車に乗るに当たつての心得
�～� 〔略〕
� 子供の保護者は、子供が自転車を運転するときや、幼児を幼児用座席に乗せるときは、子供に乗車用ヘ
ルメットをかぶらせるようにしましよう。また、シートベルトを備えている幼児用座席に幼児を乗せると
きは、シートベルトを着用させましよう。

� 自転車に乗るときは、運転者から見やすいように、明るい目立つ色の衣服を着用するようにしましよ
う。夜間は、反射材用品等を着用するようにしましよう。

� 自転車による交通事故でも、自転車の運転者に多額の損害賠償責任が生じるおそれがありますので、生
じた損害を賠償するための保険等に加入するようにしましよう。

２～４ 〔略〕
第２節 安全な通行

１ 自転車の通るところ
�・� 〔略〕
� 自転車は、道路の中央から左の部分に設けられた路側帯を通ることができます。しかし、歩行者の通行
に大きな妨げとなるところや、白の二本線の標示（付表３�１１）のあるところは通れません。
	・
 〔略〕
２・３ 〔略〕
４ 歩行者などに対する注意
�～
 〔略〕
� 自転車を駐車するときは、歩行者や車の通行の妨げにならないようにしなければなりません。また、点
字ブロックの上や近くには駐車しないようにしましよう。
近くに自転車駐車場がある場合は、自転車をそこに置くようにしましよう。

第８章 二輪車の運転の方法
この章は、二輪車を運転する人に特に知つていただきたい運転の方法を掲げていますので、運転する前の心
得や一般的な運転の方法などについては、自動車のところ（第４章～第７章）を参照して下さい。なお二輪車
とは、大型自動二輪車、普通自動二輪車及び原動機付自転車のことをいいます。

第１節 二輪車の運転者の心得
二輪車は、体で安定を保ちながら走り、停止すれば安定を失うという構造上の特性を持つているため、四
輪車とは違つた運転技術を必要とします。また、二輪車の動きが四輪車からは見えないことがあるので、周
りの交通の動きについて一層の注意が必要となります。手軽な乗り物であると気を許さないで、常に慎重に
運転しましよう。
１・２ 〔略〕
３ 服装など
二輪車に乗るときは、体の露出がなるべく少なくなるような服装をし、できるだけプロテクターを着用し
ましよう。大型自動二輪車や普通自動二輪車の同乗者についても同様です。また、ほかの運転者から見て、
よく目に付きやすいものを着用するようにしましよう。夜間は、反射性の衣服又は反射材の付いた乗車用ヘ
ルメットを着用するようにしましよう。

交
通
の
方
法
に
関
す
る
教
則

一
九



４ 〔略〕
第２節～第６節 〔略〕
附 則〔平成２５年１１月１３日国家公安委員会告示第１４号〕

この告示は、道路交通法の一部を改正する法律（平成２５年法律第４３号）附則第１条第１号に掲げる規定の施
行の日（平成２５年１２月１日）から施行する。
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〇交通安全教育指針

（平 成１０年 ９ 月２２日
国家公安委員会告示第１５号）

改正 平成２５年１１月１３日国家公安委員会告示第４１号

注 交通安全教育指針は、平成２５年国家公安委員会告示第４１号により改正、平成２５年１２月１日から施
行。（改正に係る部分を収録。）

第２章 交通安全教育の内容及び方法
第１節 幼児に対する交通安全教育

幼児に対する交通安全教育は、１に定める目的を達成するため、２に定める事項を内容として実施する。
なお、この場合において、配慮すべき事項は３に定めるとおりとし、また、４に定めるところにより幼児
の保護者に対して交通安全教育を実施する。
１ 幼児に対する交通安全教育の目的 〔略〕
２ 幼児に対する交通安全教育の内容
�・� 〔略〕
� 自転車に乗車する場合の心得
ア 目標
基本的な交通ルール等を理解させることにより、安全に自転車に乗車することができるようにする。

イ 内容
自転車に乗車する場合は、乗車用ヘルメットを着用し、シートベルトを備えている幼児用座席ではシ
ートベルトを着用するように指導する。また、幼児用座席ではみだりに動いたり、ハンドルに触れるな
ど運転操作の支障になるような行動をとったりしないように指導する。

� 自動車等に関して知っておくべき事項
ア 目標
〔略〕

イ 内容
〔略〕

� 交通事故の場合の措置
ア 目標
〔略〕

イ 内容
〔略〕

３ 幼児に対する交通安全教育を実施するに当たって配慮すべき事項 〔略〕
４ 幼児の保護者に対する交通安全教育の実施
幼児が交通ルール等を理解することができず常に保護を必要とする段階はもちろん、基本的な交通ルール
等を理解できる段階にあっても、幼児に対する父母等の保護者の影響力は極めて大きいことから、保護者に
対する交通安全教育に重点を置く必要がある。このため、幼児の保護者が日頃から交通ルールを遵守し、交
通マナーを実践することにより、幼児に手本を示すとともに、安全に道路を通行するために必要な技能及び
知識について指導し、これを実践させることが不可欠である。
そこで、指導者は、保護者に対して交通安全教育を実施する機会を設けるほか、幼児に対する交通安全教

育を実施する場合は、できる限り保護者の同伴を求め、また、保護者が参加できない場合は、幼児に対する
交通安全教育において保護者が果たすべき役割、幼児に指導すべき事項等について記載した資料を幼児に持
ち帰らせるなどにより保護者に対する交通安全教育を行う。
なお、具体的には、以下の内容を指導する。

�～� 〔略〕
� 幼児が安全に自転車に乗車するために必要な事項

自転車は駐停車時でも転倒の危険があるので、自転車に乗り降りする場合は、平坦な場所においてスタ
ンドを使用するなど、保護者が十分な注意を払い、周囲の安全を確認してから幼児を乗り降りさせるよう
にするとともに、自転車から降りる場合は、幼児が急に道路に飛び出さないように注意するよう指導す
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る。また、幼児を自転車に乗車させる場合は、乗車用ヘルメットを着用させるだけでなく、シートベルト
を備えている幼児用座席ではシートベルトを着用させるようにすること及び幼児が幼児用座席でみだりに
動いたり、ハンドルに触れるなど運転操作の支障になるような行動をとったりしないように注意すること
を指導する。
� 幼児が交通事故に遭った場合に関する措置

〔略〕
第２節 児童に対する交通安全教育

児童に対する交通安全教育は、１に定める目的を達成するため、２に定める事項を内容として実施する。
なお、この場合において、配慮すべき事項は３に定めるとおりとし、また、４に定めるところにより児童
の保護者に対しての交通安全教育を実施する。
１ 児童に対する交通安全教育の目的 〔略〕
２ 児童に対する交通安全教育の内容
�～� 〔略〕
� 自転車の利用者の心得
ア 目標
〔略〕

イ 内容
� 〔略〕
� 自転車に乗るに当たっての心得

ブレーキが故障している場合、夜間に尾灯及び反射器材が付いていない場合等の自転車に乗っては
ならない場合があることを理解させる。また、体格に合わない自転車に乗らないようにすること、二
人乗り等の危険な乗り方をしないようにすること、自転車に荷物を積む場合は、視野が妨げられた
り、自転車の安定が悪くなったりするような積み方をしないようにすること、目立つ色の服装をする
こと及び反射材用品等を着用することを指導する。
�・� 〔略〕
� 自転車の通る所
自転車の通る所に関して以下の事項を理解させる。

ａ 〔略〕
ｂ 道路の中央から左の部分に設けられた路側帯を通行することができること。
ｃ～ｅ 〔略〕
�～� 〔略〕

�・� 〔略〕
３・４ 〔略〕

第５節 成人に対する交通安全教育
１ 免許取得時の交通安全教育 〔略〕
２ 免許取得後の交通安全教育
免許取得後の交通安全教育は、�に定める目的を達成するため、�に定める事項を内容として実施する。

なお、この場合において、配慮すべき事項は�に定めるとおりとする。
� 〔略〕
� 免許取得後の交通安全教育の内容
ア 〔略〕
イ 二輪車の運転者に対する交通安全教育
二輪車は、体で安定を保ちながら走り、停止すれば安定を失うという構造上の特性を持っている。ま
た、二人乗りと一人乗りとでは運転特性に違いがみられる面がある。さらに、二輪車の動きは他の自動
車等の運転者から見えにくい場合がある。
そこで、二輪車の運転者に対する交通安全教育においては、これらの二輪車の特徴を踏まえ、アの四
輪車の運転者に対する交通安全教育の内容のうち二輪車の運転に必要なものに加え、以下の事項を指導
する。
� 運転に関する基本的事項の再教育
ａ 目標

〔略〕
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ｂ 内容
� 服装の点検
運転に適した服装、プロテクター及び乗車用ヘルメットについて説明し、実際に受講者に着用
させるなどして、服装を点検することの必要性及び着用方法を理解させる。
	～
 〔略〕

�～� 〔略〕
� 〔略〕
３ 業務用自動車運転者に対する交通安全教育 〔略〕
４ 歩行者等に対する交通安全教育
歩行者等に対する交通安全教育は、�に定める目的を達成するため、�に定める事項を内容として実施す

る。
なお、この場合において、配慮すべき事項は�に定めるとおりとする。

� 〔略〕
� 歩行者等に対する交通安全教育の内容

歩行者等に対する交通安全教育においては、以下の事項を説明するなどして、交通ルールを遵守し、交
通マナーを実践することの必要性を再確認させる。また、免許を受けていない、交通安全教育の受講経験
がない等の理由から、交通ルール等に関する理解が十分でない者に対しては、歩行者等として安全に道路
を通行するために習得する必要のある事項を教則第２章及び第３章の内容に沿って指導する。
ア 〔略〕
イ 自転車の利用者の心得
�～� 〔略〕
� 正しい駐車方法
� 交通事故により生じた損害を賠償するための保険等への加入の必要性

ウ 〔略〕
� 〔略〕

附 則〔平成２５年１１月１３日国家公安委員会告示第１４号〕
この告示は、道路交通法の一部を改正する法律（平成２５年法律第４３号）附則第１条第１号に掲げる規定の施
行の日（平成２５年１２月１日）から施行する。
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〇
お
詫
び
と
訂
正

こ
の
度
は
、「
平
成
二
五
年
版

交
通
小
六
法
」
を
、
お
買
い

求
め
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
書
刊
行
後
に
、「
道
路
交
通
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路
を
定

め
る
件
」（
八
〇
九
頁
〜
八
一
一
頁
）
に
つ
き
ま
し
て
、
誤
り
が

見
つ
か
り
ま
し
た
の
で
、
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
二
五
頁
〜
二
七
頁
に
差
し
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、「
届
出
自
動
車
教
習
所
が
行
う
教
習
の
課
程
の
指
定
に

関
す
る
規
則
」
別
記
様
式
（
六
一
八
頁
〜
六
一
九
頁
）
に
つ
き
ま

し
て
も
、
誤
り
が
見
つ
か
り
ま
し
た
の
で
、
謹
ん
で
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
二
八
頁
〜
二
九
頁
に
差
し
替
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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〇
道
路
交
通
法
第
百
十
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
国
家
公
安
委
員

会
が
指
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路

を
定
め
る
件（

平
成
十
一
年
十
月
十
三
日

国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
十
六
号

）

改
正

平
成
一
二
年

七
月

七
日
国
家
公
安

委
員
会
告
示
第

一
二
号

同

一
三
年

四
月
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六
日
同

第

一
二
号
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一
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二
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同
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二
二
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一
〇
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年

三
月
二
八
日
同

第

六
号

同

二
〇
年

九
月
一
二
日
同

第
二
三
号

同

二
〇
年
一
一
月
二
八
日
同

第
二
九
号

同

二
一
年

三
月
一
三
日
同

第

六
号

同

二
一
年

三
月
一
九
日
同

第

七
号

同

二
一
年

四
月
二
四
日
同

第
一
〇
号

同

二
一
年

七
月
二
七
日
同

第
一
八
号

同

二
一
年
一
一
月

六
日
同

第
二
二
号

同

二
一
年
一
一
月
二
七
日
同

第
二
七
号

同

二
二
年

三
月
一
二
日
同

第

九
号

同

二
二
年

三
月
一
九
日
同

第
一
〇
号

同

二
二
年

三
月
二
六
日
同

第
一
二
号

同

二
二
年
一
二
月

三
日
同

第
三
二
号

同

二
二
年
一
二
月
一
七
日
同

第
三
五
号

同

二
三
年

三
月
一
一
日
同

第

五
号

同

二
三
年

五
月
二
七
日
同

第
一
三
号

同

二
三
年

九
月
一
三
日
同

第
二
四
号

同

二
三
年
一
一
月
一
八
日
同

第
三
二
号

同

二
四
年

三
月

九
日
同

第

七
号

同

二
四
年

四
月
一
三
日
同

第

九
号

同

二
四
年

九
月
一
四
日
同

第
三
一
号

同

二
四
年
一
一
月
二
二
日
同

第
三
七
号

同

二
五
年

三
月

八
日
同

第

七
号

同

二
五
年

三
月
二
二
日
同

第

九
号

同

二
五
年

四
月
一
九
日
同

第
一
二
号

同

二
五
年

七
月

一
日
同

第
二
三
号

同

二
五
年

九
月
二
〇
日
同

第
三
五
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
百
十
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
自
動
車

専
用
道
路
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
一
般
国
道
（
道
路
法
（
昭
和
二
十

七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
一
般
国

道
を
い
う
。）
の
う
ち
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
区
間
内
の
自

動
車
専
用
道
路
で
あ
る
部
分

路

線

名

区

間

一

号
三
島
市
か
ら
沼
津
市
ま
で

藤
枝
市
仮
宿
か
ら
同
市
岡
部
町
入
野
ま
で

大
津
市
か
ら
京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
ま

で京
都
市
か
ら
門
真
市
ま
で

二

号
神
戸
市
垂
水
区
か
ら
同
市
西
区
ま
で

神
戸
市
か
ら
兵
庫
県
揖
保
郡
太
子
町
ま
で

福
山
市
か
ら
尾
道
市
ま
で

広
島
市
か
ら
廿
日
市
市
ま
で

廿
日
市
市
か
ら
大
竹
市
ま
で

山
口
市
大
字
鋳
銭
司
か
ら
同
市
大
字
江
崎

ま
で

三

号
北
九
州
市
八
幡
東
区
か
ら
同
市
八
幡
西
区

ま
で

八
代
市
か
ら
熊
本
県
葦
北
郡
芦
北
町
ま
で

薩
摩
川
内
市
か
ら
鹿
児
島
市
ま
で

五

号
北
海
道
寿
都
郡
黒
松
内
町
字
東
川
か
ら
同

町
字
白
井
川
ま
で

六

号
水
戸
市
か
ら
ひ
た
ち
な
か
市
ま
で

宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町
か
ら
仙
台
市
ま
で

七

号
秋
田
市
上
新
城
中
か
ら
同
市
金
足
岩
瀬
ま

で秋
田
県
山
本
郡
琴
丘
町
か
ら
能
代
市
ま
で

に
か
ほ
市
か
ら
由
利
本
荘
市
ま
で

九

号
鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
か
ら
島
根
県
八
束

郡
玉
湯
町
ま
で

江
津
市
か
ら
浜
田
市
ま
で

十

号
宇
佐
市
か
ら
大
分
県
速
見
郡
日
出
町
ま
で

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
門
川
町
か
ら
延
岡
市
ま

で鹿
児
島
県
姶
良
郡
隼
人
町
か
ら
同
郡
加
治

木
町
ま
で

十

一

号
香
川
県
大
川
郡
津
田
町
か
ら
同
県
木
田
郡

三
木
町
ま
で

道
路
交
通
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路
を
定
め
る
件

二
五



十

三

号
湯
沢
市
か
ら
横
手
市
ま
で

十

四

号
東
京
都
江
戸
川
区
か
ら
千
葉
市
ま
で

十

六

号
横
浜
市
か
ら
町
田
市
ま
で

千
葉
市
若
葉
区
か
ら
同
市
中
央
区
ま
で

横
須
賀
市
か
ら
横
浜
市
ま
で

二

十

五

号
亀
山
市
か
ら
天
理
市
ま
で

二

十

六

号
堺
市
翁
橋
町
か
ら
同
市
浜
寺
船
尾
町
東
ま

で

二

十

八

号
神
戸
市
か
ら
鳴
門
市
ま
で

二

十

九

号
姫
路
市
太
市
中
か
ら
同
市
石
倉
ま
で

三

十

号
岡
山
県
都
窪
郡
早
島
町
か
ら
坂
出
市
ま
で

三

十

四

号
長
崎
県
西
彼
杵
郡
多
良
見
町
か
ら
長
崎
市

ま
で

四

十

一

号
高
山
市
上
切
町
か
ら
同
市
国
府
町
ま
で

四

十

二

号
御
坊
市
か
ら
和
歌
山
県
有
田
郡
吉
備
町
ま

で

四

十

五

号
仙
台
市
か
ら
宮
城
県
宮
城
郡
利
府
町
ま
で

宮
城
県
宮
城
郡
松
島
町
か
ら
登
米
市
ま
で

八
戸
市
か
ら
青
森
県
上
北
郡
お
い
ら
せ
町

ま
で

青
森
県
上
北
郡
六
戸
町
か
ら
同
郡
東
北
町

ま
で

四

十

七

号
宮
城
県
宮
城
郡
利
府
町
か
ら
同
県
黒
川
郡

富
谷
町
ま
で

四

十

八

号
仙
台
市
青
葉
区
大
町
か
ら
同
区
郷
六
ま
で

五

十

六

号
須
崎
市
神
田
か
ら
同
市
下
分
ま
で

宇
和
島
市
高
串
か
ら
同
市
津
島
町
ま
で

大
洲
市
北
只
か
ら
同
市
東
大
洲
ま
で

百

五

号
大
仙
市
内
小
友
か
ら
同
市
和
合
ま
で

百

十

六

号
新
潟
市
曽
和
か
ら
同
市
山
田
ま
で

百

十

九

号
日
光
市
か
ら
宇
都
宮
市
ま
で

百
二
十
六
号
千
葉
県
匝
瑳
郡
光
町
か
ら
千
葉
市
ま
で

百
二
十
七
号
千
葉
県
安
房
郡
富
浦
町
か
ら
富
津
市
ま
で

百
三
十
八
号
富
士
吉
田
市
か
ら
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町

ま
で

百
三
十
九
号
富
士
市
か
ら
富
士
宮
市
ま
で

百
五
十
八
号
大
野
市
か
ら
郡
上
市
ま
で

高
山
市
清
見
町
か
ら
同
市
上
切
町
ま
で

百
六
十
五
号
羽
曳
野
市
か
ら
大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町

ま
で

百
六
十
六
号
大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
か
ら
奈
良
県
北

葛
城
郡
新
庄
町
ま
で

百
九
十
六
号
今
治
市
か
ら
愛
媛
県
周
桑
郡
小
松
町
ま
で

二
百
十
三
号
大
分
県
速
見
郡
日
出
町
か
ら
杵
築
市
ま
で

二
百
十
八
号
延
岡
市
高
野
町
か
ら
同
市
北
方
町
ま
で

二
百
三
十
三
号
深
川
市
か
ら
留
萌
市
ま
で

二
百
三
十
五
号
苫
小
牧
市
か
ら
北
海
道
沙
流
郡
日
高
町
ま

で

二
百
三
十
六
号
北
海
道
河
西
郡
芽
室
町
か
ら
同
郡
更
別
村

ま
で

二
百
四
十
七
号
東
海
市
か
ら
知
多
市
ま
で

二
百
七
十
一
号
平
塚
市
か
ら
厚
木
市
ま
で

三

百

二

号
東
海
市
か
ら
愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村
ま
で

三

百

八

号
東
大
阪
市
か
ら
奈
良
市
ま
で

三
百
十
二
号
宮
津
市
喜
多
か
ら
同
市
須
津
ま
で

兵
庫
県
朝
来
郡
和
田
山
町
か
ら
姫
路
市
ま

で

三
百
十
七
号
今
治
市
か
ら
尾
道
市
ま
で

三
百
二
十
四
号
長
崎
市
新
地
町
か
ら
同
市
早
坂
町
ま
で

三
百
七
十
三
号

岡
山
県
英
田
郡
西
粟
倉
村
大
字
影
石
か
ら

同
村
大
字
坂
根
ま
で

鳥
取
県
八
頭
郡
智
頭
町
駒
帰
か
ら
同
町
市

瀬
ま
で

三
百
七
十
五
号
東
広
島
市
西
条
町
か
ら
同
市
高
屋
町
ま
で

四

百

九

号
川
崎
市
か
ら
木
更
津
市
ま
で

四
百
五
十
号
北
海
道
上
川
郡
比
布
町
か
ら
同
道
紋
別
郡

遠
軽
町
ま
で

四
百
六
十
六
号
東
京
都
世
田
谷
区
か
ら
横
浜
市
ま
で

四
百
六
十
八
号

海
老
名
市
か
ら
厚
木
市
ま
で

八
王
子
市
か
ら
北
本
市
ま
で

久
喜
市
菖
蒲
町
か
ら
同
市
下
早
見
ま
で

つ
く
ば
市
か
ら
稲
敷
市
ま
で

東
金
市
か
ら
木
更
津
市
ま
で

四
百
七
十
号
氷
見
市
か
ら
小
矢
部
市
ま
で

四
百
七
十
四
号
飯
田
市
山
本
か
ら
同
市
川
路
ま
で

新
城
市
か
ら
浜
松
市
ま
で

四
百
七
十
五
号
豊
田
市
か
ら
関
市
ま
で

大
垣
市
か
ら
岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
ま
で

四
百
七
十
八
号

宮
津
市
か
ら
京
都
府
船
井
郡
京
丹
波
町
才

原
野
田
ま
で

京
都
府
船
井
郡
京
丹
波
町
須
知
岩
山
か
ら

同
府
久
世
郡
久
御
山
町
ま
で

四
百
八
十
一
号
泉
佐
野
市
り
ん
く
う
往
来
北
か
ら
同
市
泉

州
空
港
北
ま
で

四
百
八
十
三
号
養
父
市
か
ら
丹
波
市
ま
で

四
百
八
十
五
号
松
江
市
下
東
川
津
町
か
ら
同
市
矢
田
町
ま

で

四
百
九
十
号
美
祢
市
美
東
町
綾
木
か
ら
同
町
赤
ま
で

四
百
九
十
七
号
福
岡
市
か
ら
前
原
市
ま
で

長
崎
県
北
松
浦
郡
佐
々
町
か
ら
武
雄
市
ま

で

五

百

六

号
豊
見
城
市
か
ら
沖
縄
県
中
頭
郡
西
原
町
ま

で

二

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
都
道
府
県
道
（
道
路
法
第
三
条
第

三
号
に
規
定
す
る
都
道
府
県
道
を
い
う
。）
の
う
ち
、
同
表
の

道
路
交
通
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路
を
定
め
る
件

二
六



下
欄
に
掲
げ
る
区
間
内
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
部
分

路

線

名

区

間

県
道
青
森
東
イ

ン
タ
ー
線

青
森
市
大
字
諏
訪
沢
か
ら
同
市
大
字
三
本

木
ま
で

県
道
八
戸
野
辺

地
線

青
森
県
上
北
郡
お
い
ら
せ
町
か
ら
同
郡
六

戸
町
ま
で

県
道
仙
台
松
島

線

宮
城
県
宮
城
郡
利
府
町
か
ら
同
郡
松
島
町

ま
で

県
道
大
衡
落
合

線

宮
城
県
黒
川
郡
大
衡
村
松
の
平
か
ら
同
村

奥
田
ま
で

県
道
矢
吹
小
野

線

福
島
県
西
白
河
郡
矢
吹
町
か
ら
同
県
田
村

郡
小
野
町
ま
で

県
道
常
陸
那
珂

港
南
線

ひ
た
ち
な
か
市
阿
字
ケ
浦
か
ら
同
市
部
田

野
ま
で

県
道
横
須
賀
三

崎

横
須
賀
市
衣
笠
町
か
ら
同
市
林
ま
で

県
道
本
町
山
中
横
須
賀
市
汐
入
町
か
ら
同
市
山
中
町
ま
で

県
道
山
脇
大
谷

線

静
岡
市
葵
区
下
か
ら
同
区
豊
地
ま
で

県
道
半
田
南
知

多
公
園
線

半
田
市
か
ら
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
ま

で

県
道
下
府
江
津

線

江
津
市
敬
川
町
三
百
五
十
二
番
一
か
ら
同

町
八
十
八
番
ま
で

県
道
名
古
屋
半

田
線

名
古
屋
市
か
ら
半
田
市
ま
で

県
道
碧
南
半
田

常
滑
線

半
田
市
か
ら
常
滑
市
ま
で

県
道
日
進
瀬
戸

線

日
進
市
か
ら
愛
知
県
愛
知
郡
長
久
手
町
ま

で

県
道
中
部
国
際

空
港
線

常
滑
市
セ
ン
ト
レ
ア
か
ら
同
市
多
屋
ま
で

府
道
美
原
太
子

線

大
阪
府
南
河
内
郡
美
原
町
か
ら
羽
曳
野
市

ま
で

県
道
出
雲
イ
ン

タ
ー
線

出
雲
市
知
井
宮
町
か
ら
同
市
東
神
西
町
ま

で

県
道
山
口
宇
部

線

山
口
市
か
ら
宇
部
市
ま
で

県
道
長
崎
イ
ン

タ
ー
線

長
崎
市
早
坂
町
千
八
十
六
番
一
地
先
か
ら

同
町
千
百
十
七
番
二
地
先
ま
で

県
道
糸
原
杵
築

線

大
分
県
東
国
東
郡
安
岐
町
か
ら
杵
築
市
ま

で

県
道
指
宿
鹿
児

島
イ
ン
タ
ー
線
鹿
児
島
市
山
田
町
か
ら
同
市
西
別
府
町
ま

で

三

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
市
町
村
道
（
道
路
法
第
三
条
第
四

号
に
規
定
す
る
市
町
村
道
を
い
う
。）
の
う
ち
、
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
区
間
内
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
部
分

市
道
安
瀬
戸
畑

一
号
線

北
九
州
市
若
松
区
か
ら
同
市
戸
畑
区
ま
で

四

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規

定
す
る
首
都
高
速
道
路
及
び
阪
神
高
速
道
路
並
び
に
道
路
整
備

特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
十
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
高
速
道
路
で
高
速
自
動
車
国
道
に
接

続
し
て
い
る
も
の

附

則

こ
の
告
示
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

十
一
年
法
律
第
四
十
号
）
附
則
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施

行
の
日
（
平
成
十
一
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

道
路
交
通
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路
を
定
め
る
件

二
七



別
記
様
式
第
１
号
（
第
２
条
関
係
）教
習
課
程
の
指
定
申
請
書

年
月

日

公
安
委
員
会
殿

申
請
者
住
所

氏
名

�

備
考
１
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
申
請
者
の
欄
に
は
、
そ
の
名
称
、
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
。

２
申
請
者
は
、
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

３
添
付
書
類
欄
に
は
、
添
付
す
る
書
類
名
を
記
載
す
る
こ
と
。

４
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。

指
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
教
習
の
課
程
に
係
る

届
出
自
動
車
教
習
所
の

名
称
及
び
所
在
地

指
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
教
習
の
課
程

添
付

書
類

別
記
様
式
第
２
号
（
第
３
条
関
係
）

第
号

指
定

書
名
称

所
在
地

道
路
交
通
法
施
行
令
第
３３
条
の
６
第
１
項
第
１
号
ハ

第
２
項
第
１
号
ハ

第
４
項
第
１
号
ハ
の
規
定
に
よ
り
、
上
記
の

届
出
自
動
車
教
習
所
が
行
う
教
習
の
課
程

教
習
課
程
（
大
型
）

教
習
課
程
（
中
型
）

教
習
課
程
（
普
通
）

教
習
課
程
（
大
自
二
）

教
習
課
程
（
普
自
二
）

教
習
課
程
（
大
型
二
種
）

教
習
課
程
（
中
型
二
種
）

教
習
課
程
（
普
通
二
種
）

を
指
定

す
る
。

年
月

日

公
安
委
員
会
�

備
考
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。

届
出
自
動
車
教
習
所
が
行
う
教
習
の
課
程
の
指
定
に
関
す
る
規
則

二
八



別
記
様
式
第
３
号
（
第
５
条
関
係
）

第
号

終
了
証
明
書

住
所

氏
名

年
月

日
生

上
記
の
者
は
、

年
月

日
道
路
交
通
法
施
行
令
第
３３
条
の
６

第
１
項
第
１
号
ハ

第
２
項
第
１
号
ハ

第
４
項
第
１
号
ハ
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
教
習
の
課
程

教
習
課
程
（
大
型
）

教
習
課
程
（
中
型
）

教
習
課
程
（
普
通
）

教
習
課
程
（
大
自
二
）

教
習
課
程
（
普
自
二
）

教
習
課
程
（
大
型
二
種
）

教
習
課
程
（
中
型
二
種
）

教
習
課
程
（
普
通
二
種
）

を
終
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

年
月

日
所
在
地

名
称

管
理
者

�

備
考
１
写
真
は
、
終
了
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無

背
景
の
縦
の
長
さ
３
．０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
２
．４
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
も
の
と
す
る
。

２
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。

別
記
様
式
第
４
号
（
第
８
条
関
係
）

考
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。

指
定
取
消
通
知
書

年
月

日

住
所

殿

公
安
委
員
会
�

下
記
の
理
由
に
よ
り
、

の
行
う
教
習
の
課
程

教
習
課
程
（
大
型
）

教
習
課
程
（
中
型
）

教
習
課
程
（
普
通
）

教
習
課
程
（
大
自
二
）

教
習
課
程
（
普
自
二
）

教
習
課
程
（
大
型
二
種
）

教
習
課
程
（
中
型
二
種
）

教
習
課
程
（
普
通
二
種
）

の
指
定
を
取
り
消
し
た
の
で
通
知
し
ま
す
。

指
定
番

号

理
由

備

写
真

押
出
し

ス
タ
ン
プ

届
出
自
動
車
教
習
所
が
行
う
教
習
の
課
程
の
指
定
に
関
す
る
規
則

二
九



＊（注） は、呼気１�当たりのアルコール濃度を表します。

＊酒気帯び 点数
０．１５以上
０．２５未満
（�／�）

１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４

１４

１４

１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４

１４

１４
１４

点
数

２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

１
１

交通違反の種類

消 音 器 不 備
大型自動二輪車等乗車方法違反
高速自動車国道等措置命令違反
本 線 車 道 横 断 等 禁 止 違 反
高速自動車国道等運転者遵守事項違反
免 許 条 件 違 反
番 号 標 表 示 義 務 違 反
混 雑 緩 和 措 置 命 令 違 反
通 行 許 可 条 件 違 反
通 行 帯 違 反
路 線 バ ス 等 優 先 通 行 帯 違 反
軌 道 敷 内 違 反
道 路 外 出 右 左 折 方 法 違 反
道 路 外 出 右 左 折 合 図 車 妨 害
指 定 横 断 等 禁 止 違 反
車 間 距 離 不 保 持
進 路 変 更 禁 止 違 反
追い付かれた車 両 の 義 務 違 反
乗 合 自 動 車 発 進 妨 害
割 込 み 等
交 差 点 右 左 折 方 法 違 反
交 差 点 右 左 折 等 合 図 車 妨 害
指 定 通 行 区 分 違 反
交 差 点 優 先 車 妨 害
緊 急 車 妨 害 等
交 差 点 等 進 入 禁 止 違 反
無 灯 火
減 光 等 義 務 違 反
合 図 不 履 行
合 図 制 限 違 反
警 音 器 吹 鳴 義 務 違 反
乗 車 積 載 方 法 違 反
定 員 外 乗 車
積 載 物 大 き さ 制 限 超 過
積 載 方 法 制 限 超 過
制 限 外 許 可 条 件 違 反
けん

牽 引 違 反
けん

原 付 牽 引 違 反

転 落 等 防 止 措 置 義 務 違 反
転落積載物等危険防止措置義務違反
安 全 不 確 認 ド ア 開 放 等
停 止 措 置 義 務 違 反
初 心 運 転 者 等 保 護 義 務 違 反
座 席 ベ ル ト 装 着 義 務 違 反
幼児用補助装置 使 用 義 務 違 反
乗車用ヘルメット着用義務違反
初心運転者標識 表 示 義 務 違 反
聴覚障害者標識 表 示 義 務 違 反
最 低 速 度 違 反
本 線 車 道 通 行 車 妨 害
本 線 車 道 緊 急 車 妨 害
本 線 車 道 出 入 方 法 違 反
けん

牽 引自動車本線車道通行帯違反

故 障 車 両 表 示 義 務 違 反
仮免許練習標識 表 示 義 務 違 反

●交通違反の点数一覧表１（一般違反行為）（平成２５年１１月政令第３１０号改正後）
＊酒気帯び 点数

０．１５以上
０．２５未満
（�／�）

１９
１９
１６
１６
１９
１６
１６
１５
１５
１４
１４
１６
１５
１５
１４
１４
１４

１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４

１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４
１４

点
数

２５
２５
１３
２５
２５
１２
１２
６
６
１２
６
６
３
３
２
１
６
３
３
２
２
１
３
３
２
２
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
２
１
２
２
２
２
２
１

交通違反の種類

無 免 許 運 転
０．２５以 上 （ � ／ � ）
０．１５以上０．２５未満（�／�）

過 労 運 転 等
共 同 危 険 行 為 等 禁 止 違 反
大 型 自 動 車 等 無 資 格 違 反
仮 免 許 運 転 違 反
無 車 検 運 行
無 保 険 運 行

５０ � 以 上
３０ � 以 上 ５０ � 未 満

４０�以上５０�未満
３０�以上４０�未満

２５ � 以 上 ３０ � 未 満
２０ � 以 上 ２５ � 未 満
２０ � 未 満

大 型 等
普 通 等
大 型 等
普 通 等
大 型 等
普 通 等
高齢運転者等専用場所等
高齢運転者等専用場所等以外
高齢運転者等専用場所等
高齢運転者等専用場所等以外

保 管 場所法違反 （ 道 路 使 用 ）
保管場所法違反（長時間駐車）
警 察 官 現 場 指 示 違 反
警 察 官 通 行 禁 止 制 限 違 反

赤 色 等
点 滅

通 行 禁 止 違 反
歩 行 者 用 道 路 徐 行 違 反
通 行 区 分 違 反
歩行者側方安全 間 隔 不 保 持 等
急 ブ レ ー キ 禁 止 違 反
法 定 横 断 等 禁 止 違 反
高速自動車国道等車間距離不保持
追 越 し 違 反
路 面 電 車 後 方 不 停 止
踏 切 不 停 止 等
し ゃ 断 踏 切 立 入 り
優 先 道 路 通 行 車 妨 害 等
交 差 点 安 全 進 行 義 務 違 反
横 断 歩 行 者 等 妨 害 等
徐 行 場 所 違 反
指 定 場 所 一 時 不 停 止 等

高齢運転者等専用場所等
高齢運転者等専用場所等以外
高齢運転者等専用場所等
高齢運転者等専用場所等以外

制 動 装 置 等
尾 灯 等

安 全 運 転 義 務 違 反
幼 児 等 通 行 妨 害
安 全 地 帯 徐 行 違 反
騒 音 運 転 等

交 通 の 危 険
保 持

高 速

１０割以上

５割以上
１０割未満

５割未満

駐停車禁
止場所等
駐車禁止
場 所 等

駐停車禁
止場所等

駐車禁止
場 所 等

酒気帯
＊び運転

速度超過

積載物重
量制限超
過

信号無視

整備不良

携帯電話
使用等

放置駐
車違反

駐停車
違 反

交
通
違
反
の
点
数
一
覧
表

三
〇


